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
「
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
」
と
は
、
二
以
上

の
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
特
定
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
が
そ
の
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
又
は
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
つ
い
て
運
転

者
一
人
当
た
り
の
一
回
の
運
送
に
お
け
る
貨
物
自
動

車
の
走
行
距
離
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
運
転

者
の
過
労
運
転
の
防
止
を
図
り
つ
つ
、
必
要
な
物
資

が
必
要
な
と
き
に
確
実
に
運
送
さ
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
行
う
事
業
で
あ
っ
て
、
特
定
貨
物
自
動
車
中

継
輸
送
施
設
に
お
い
て
当
該
二
以
上
の
一
般
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
又
は
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

者
の
二
以
上
の
貨
物
自
動
車
相
互
間
で
運
転
者
の
交

代
又
は
貨
物
の
受
渡
し
を
行
う
も
の
（
当
該
特
定
貨

物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
を
管
理
す
る
者
が
当
該
二

以
上
の
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
特
定
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
当
該
特
定
貨
物
自
動
車
中

継
輸
送
施
設
を
使
用
さ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
使
用
さ
せ
る
事
業
を
含
む
。）と
す
る
。（
第
二
十
九

条
の
二
関
係
）

◇
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
法
律
第
二
十
一
号
）（
国
土
交
通
省
）

１
目
的
こ
の
法
律
の
目
的
と
し
て
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送

事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
計
画
の
認
定
、
そ
の
実
施
に
必

要
な
関
係
法
律
の
規
定
に
よ
る
許
可
等
の
特
例
等
を
定

め
る
こ
と
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
。（
第
一
条
関
係
）

２
定
義


「
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
」
と
は
、
二

以
上
の
貨
物
自
動
車
が
駐
車
し
、
又
は
停
留
し
、
及

び
そ
れ
ら
の
貨
物
を
当
該
貨
物
自
動
車
相
互
間
で
積

み
替
え
る
ま
で
の
間
一
時
的
に
保
管
す
る
た
め
の
施

設
で
あ
っ
て
、
高
速
自
動
車
国
道
そ
の
他
の
物
資
の

流
通
を
結
節
す
る
機
能
を
有
す
る
道
路
の
近
傍
に
立

地
し
、
入
浴
設
備
を
備
え
た
待
機
所
そ
の
他
の
貨
物

自
動
車
の
運
転
者
の
疲
労
を
回
復
す
る
た
め
の
施
設

が
併
設
さ
れ
、
並
び
に
荷
役
に
係
る
停
留
場
所
へ
の

貨
物
自
動
車
の
出
入
り
の
円
滑
な
管
理
に
資
す
る
装

置
、
貨
物
の
搬
入
及
び
搬
出
並
び
に
仕
分
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
の
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
そ
の
他
の
荷
役

及
び
荷
さ
ば
き
の
効
率
化
に
資
す
る
設
備
を
有
す
る

も
の
と
す
る
。

〔
法

律
〕

〇
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
二
一
）

〔
政

令
〕

〇
老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
管
理
及
び
再
生

の
円
滑
化
等
を
図
る
た
め
の
建
物
の
区
分

所
有
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る

政
令
（
一
六
七
）

〇
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に

関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
一
六
八
）

〇
著
作
権
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
一
六
九
）

〇
児
童
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
一
七
〇
）

〔
府
令
・
省
令
〕

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

（
内
閣
府
・
厚
生
労
働
六
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第

四
条
第
五
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
要
指
導
医
薬
品

の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
厚
生
労
働
二
二
〇
）

〇
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第

四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
同
二
二
一
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
の
振
興
に

関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
茨
城
県
の
原
子
力
発
電
施

設
等
立
地
地
域
を
指
定
し
た
件

（
内
閣
府
七
〇
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
指
定
を
解
除
す

る
件
（
国
土
交
通
六
二
七
）

〇
旅
行
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
登
録
事
項
の

変
更
の
件
（
観
光
庁
五
）

〇
海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
実
施
す
る
件

（
防
衛
一
三
一
〜
一
三
七
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
六
六
、
六
七
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

法
務
省

最
高
裁
判
所

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
官
庁
報
告
〕

産

業

日
本
産
業
規
格
（
経
済
産
業
省
）

国
家
試
験

令
和
八
年
度
裁
判
所
職
員
採
用
一
般
職
試
験

（
裁
判
所
事
務
官
、
高
卒
者
区
分
）
公
告

（
最
高
裁
判
所
）

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法

第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
関
係
事
業
主
を
代

表
す
る
者
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁前

払
式
支
払
手
段
発
行
者
の
発
行
保
証
金

に
係
る
債
権
の
申
出
、
登
録
個
別
信
用
購

入
あ
つ
せ
ん
業
者
の
営
業
の
廃
止
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
、
所
有

者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他


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３ 国及び地方公共団体の責務
 国は、貨物自動車相互間の中継輸送に関す
る情報の提供、貨物自動車相互間の中継輸送
を行い、又は行おうとする者への助言その他
の必要な措置を講ずるよう努めるものとす
る。
 地方公共団体は、貨物自動車相互間の中継
輸送を行う者に対し、その実施に関し必要な
助言及び協力を行うよう努めるものとする。
（第二十九条の三関係）

４ 事業者の責務
 一般貨物自動車運送事業者及び特定貨物自
動車運送事業者は、相互に連携し、及び協働
し、貨物自動車相互間の中継輸送を実施する
よう努めなければならないものとする。
 荷主及び倉庫業者等は、その業務の遂行に
支障のない範囲内において、貨物自動車相互
間の中継輸送の円滑な実施に協力するよう努
めなければならないものとする。（第二十九条
の四関係）

５ 基本方針
国土交通大臣は、貨物自動車相互間の中継輸
送の実施に関し、基本的な方針を定めるものと
する。（第二十九条の五関係）
６ 貨物自動車中継輸送実施計画の認定等
 貨物自動車中継輸送事業を実施しようとす
る者は、共同して、貨物自動車中継輸送実施
計画を作成し、その貨物自動車中継輸送実施
計画が適当である旨の国土交通大臣の認定を
受けることができるものとする。
 国土交通大臣は、貨物自動車中継輸送実施
計画に記載された事項が基本方針に照らして
適切なものであること、貨物自動車中継輸送
事業の用に供する特定貨物自動車中継輸送施
設が国土交通省令で定める基準に適合するも
のであること等の要件に適合するものである
と認められるときは、その認定をするものと
する。
 の認定を受けた者は、認定貨物自動車中
継輸送実施計画を変更しようとするときは、
国土交通大臣の認定を受けなければならない
ものとする。

 国土交通大臣は、認定貨物自動車中継輸送
実施計画がの要件のいずれかに適合しなく
なったと認めるときは、その認定を取り消す
ことができるものとする。（第二十九条の六、
第二十九条の七関係）

７ 貨物自動車中継輸送事業の促進
 貨物自動車運送事業法等の特例
貨物自動車中継輸送事業を実施しようとす
る者が貨物自動車中継輸送実施計画の認定を
受けたときは、貨物自動車運送事業法、自動
車ターミナル法又は倉庫業法の許可等を受け
なければならないものについては、当該許可
等を受けたものとみなすものとする。（第二十
九条の八～第二十九の十関係）
 独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援
機構による貨物自動車中継輸送事業の推進
独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援
機構は、貨物自動車中継輸送事業を推進する
ため、認定貨物自動車中継輸送実施計画に記
載された事業の実施に必要な資金の出資及び
貸付け等の業務を行うものとする。（第二十九
条の十一関係）
 都市計画法等による処分についての配慮
国の行政機関の長又は都道府県知事は、認
定貨物自動車中継輸送実施計画に記載された
特定貨物自動車中継輸送施設の整備の実施の
ため都市計画法その他の法律の規定による許
可その他の処分を求められたときは、当該特
定貨物自動車中継輸送施設の整備が円滑に行
われるよう適切な配慮をするものとする。（第
二十九条の十二関係）

８ 雑則
報告の徴収について所要の規定を設けるもの
とする。（第二十九条の十三関係）
９ 罰則

罰則について所要の規定を設けるものとす
る。（第七十七条、第七十九条関係）
10 その他
その他所要の改正を行うものとする。

11 附則
 この法律は、一部を除き、公布の日から起
算して六月を超えない範囲内において政令で
定める日から施行するものとする。（附則第一
条関係）

 政府は、この法律の施行後五年を目途とし
て、この法律による改正後の規定の施行の状
況について検討を加え、必要があると認める
ときは、その結果に基づいて必要な措置を講
ずるものとする。（附則第三条関係）
 この法律の施行に関し、関係法律の規定の
整備を行う。（附則第四条～第六条関係）

◇老朽化マンション等の管理及び再生の円滑化等
を図るための建物の区分所有等に関する法律等
の一部を改正する法律の一部の施行期日を定め
る政令（政令第百六十七号）（国土交通省）
老朽化マンション等の管理及び再生の円滑化等
を図るための建物の区分所有等に関する法律等の
一部を改正する法律（令和七年法律第四十七号）
附則第一条第三号に掲げる規定の施行期日は、令
和九年四月一日とする。

           

◇マンションの管理の適正化の推進に関する法律
施行令の一部を改正する政令（政令第百六十八
号）（国土交通省）
１ マンションの管理の適正化の推進に関する法
律施行令について所要の規定の整理を行う。（本
則関係）
２ この政令は、老朽化マンション等の管理及び
再生の円滑化等を図るための建物の区分所有等
に関する法律等の一部を改正する法律附則第一
条第三号に掲げる規定の施行の日（令和九年四
月一日）から施行する。（附則関係）

           

◇著作権法施行令の一部を改正する政令（政令第
百六十九号）（文部科学省）
１ 著作権法（昭和四十五年法律第四十八号）第
四十一条の二第二項の規定に基づき、著作物等
の公衆送信等を行うことができる裁判手続を規
定する法律を定める。（第二条の四関係）
２ その他所要の改正を行う。
３ この政令は、民事関係手続等における情報通
信技術の活用等の推進を図るための関係法律の
整備に関する法律（令和五年法律第五十三号）
附則第三号に掲げる規定の施行の日（令和八年
五月二十一日）から施行する。（附則関係）

           

◇児童福祉法施行令の一部を改正する政令（政令
第百七十号）（こども家庭庁）
１ 児童相談所設置市の指定
柏市を児童相談所設置市に指定する。（第四十
五条の二関係）
２ 施行期日等
 この政令は、令和九年二月一日から施行す
る。（附則第一項関係）
 この政令の施行に関し、必要な経過措置を
定める。（附則第二項及び第三項関係）
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物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
五
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

法
律
第
二
十
一
号

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
章

運
転
者
の
運
送
及
び
荷
役
等
の
効
率
化
」
を

「
第
三
章

貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の

第
一
節

総
則
（
第
二
十
九
条
の
二

第
二

第
二
節

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画

第
三
節

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
促

第
四
節

雑
則
（
第
二
十
九
条
の
十
三
）

第
四
章

運
転
者
の
運
送
及
び
荷
役
等
の
効
率

促
進
十
九
条
の
五
）

の
認
定
等
（
第
二
十
九
条
の
六
・
第
二
十
九
条
の
七
）

進
（
第
二
十
九
条
の
八

第
二
十
九
条
の
十
二
）

化

」 に
、「
第
四
章
」
を
「
第
五
章
」
に
、「
第
五
章
」
を
「
第
六
章
」

に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
に
つ
い
て
」
を
「
及
び
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
に
つ
い
て
」
に
改
め
、「
、
中
小
企
業
者
が
行
う
場

合
に
お
け
る
資
金
の
調
達
の
円
滑
化
に
関
す
る
措
置
」
を
削
る
。

第
四
条
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
を
削
り
、
第
十
七
号
を
第
五
号

と
し
、
同
条
第
十
八
号
イ
中
「
の
食
品
等
を
」
を
「
に
規
定
す
る
食
品
等
を
」
に
改
め
、同
号
を
同
条
第
六
号
と
す
る
。

第
六
条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
十
一
条
」
を「（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
十
一
条
」に
、「
第
十
八
条
」を「（
昭

和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
十
八
条
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
に
該
当
す
る
」
を「（
地
域
公
共
交
通
の
活

性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る
貨
客
運
送
効
率
化

事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
該
当
す
る
」
に
改
め
、同
条
第
四
項
第
三
号
中「
に

該
当
す
る
」
を「（
貨
物
利
用
運
送
事
業
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
を
い
う
。
第
十
条

に
お
い
て
同
じ
。）に
該
当
す
る
」
に
、「
貨
物
利
用
運
送
事
業
法
」
を
「
同
法
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
、
第
二
種

貨
物
利
用
運
送
事
業
」
の
下
に「（
貨
物
利
用
運
送
事
業
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
を

い
う
。
以
下
こ
の
号
、
第
六
項
及
び
第
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
を
除
く
」
を「（
同
法
第
四
十
五
条
第
一

項
の
許
可
を
受
け
て
行
う
事
業
を
い
う
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
除
く
」
に
、「
貨
物
利
用
運
送
事
業
法
」
を
「
同

法
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
に
該
当
す
る
」
を「（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第

二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
を
い
う
。以
下
こ
の
号
、第
十
二
条
及
び
次
章
に
お
い
て
同
じ
。）

に
該
当
す
る
」
に
、「
当
該
事
業
を
実
施
す
る
者
が
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
」
を
「
同
法
」
に
、「
該
当
せ
ず
」
を
「
該

当
し
な
い
場
合
で
あ
り
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
に
該
当
す
る
」
を「（
海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百

八
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
の
う
ち
貨
物
の
運
送
を
行
う
も
の
を
い
う
。
以
下

こ
の
号
及
び
第
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
該
当
す
る
」
に
、「
海
上
運
送
法
」
及
び
「
当
該
事
業
を
実
施
す
る
者
が
同

法
」
を
「
同
法
」
に
、「
こ
と
」
を
「
場
合
で
あ
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
に
該
当
す
る
」
を「（
鉄
道
事
業

法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鉄
道
事
業
の
う
ち
貨
物
の
運
送
を
行
う
も
の
及
び
貨
物
の
運
送
を
行
う
同
法
第
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
鉄
道
事
業
者
に
同
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鉄
道
施
設
を
譲
渡
し
、
又
は
使
用
さ
せ
る
も
の
を

い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
該
当
す
る
」
に
、「
鉄
道
事
業
法
」
を
「
同
法
」
に
改
め
、
同

項
第
八
号
中
「
に
該
当
す
る
」
を「（
軌
道
法
（
大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）
に
よ
る
軌
道
事
業
の
う
ち
貨
物
の
運
送

を
行
う
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
該
当
す
る
」
に
、「
軌
道
法
」
を
「
同
法
」
に

改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
に
該
当
す
る
」
を「（
自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
三

条
第
二
号
に
規
定
す
る
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
、
第
十
七
条
及
び
第
二
十
九
条
の
六
第
五

項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
該
当
す
る
」
に
、「
自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
」
を
「
同
法
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
中

「
、
倉
庫
業
」
の
下
に「（
倉
庫
業
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
倉
庫
業
を

い
う
。
第
十
八
条
及
び
第
二
十
九
条
の
六
第
五
項
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
当
該
事
業
を
実
施
す
る
者
が

倉
庫
業
法
」
を
「
第
一
項
の
認
定
の
申
請
の
内
容
が
同
法
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中「
港
湾
管
理
者
」の
下
に「（
港

湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
管
理
者
を
い
う
。
第
十
三
項
及
び
第

八
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
」

に
改
め
る
。

第
十
条
第
四
項
中
「
第
三
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者
」
を
「
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
種
貨
物
利
用
運

送
事
業
者
」
に
、「
第
三
十
条
第
八
号
」
を
「
第
三
十
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
四
項
中
「
第
二
十
条
の
許
可
を
受
け
た
者
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
二
種
貨
物
利
用

運
送
事
業
者
」
に
、「
第
三
十
条
第
八
号
」
を
「
第
三
十
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
に
つ
い
て
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
」
を「（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
第
二
条
第
四
項
に

規
定
す
る
貨
物
軽
自
動
車
運
送
事
業
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
の
同
法
」
に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
中
「
第
二
十
九
条
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
二
十
九
条
の
十
三
」
を
加
え
る
。

第
七
十
九
条
中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
十
九
条
の
十
一
第
二
項
」
を
加
え
る
。

第
五
章
を
第
六
章
と
す
る
。

第
七
十
四
条
中
「
並
び
に
」
を
「
、
第
三
章
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
四
章
を
第
五
章
と
す
る
。

第
三
十
条
中
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
一
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り

上
げ
、
同
条
第
十
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

倉
庫
業
者

第
三
十
条
第
十
号
ハ
中
「
の
航
空
運
送
事
業
」
を
「
に
規
定
す
る
航
空
運
送
事
業
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
二
条

第
二
項
の
」
を
「
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
に
、「
同
条
第
三
項
の
」
を
「
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
八
号
と
す
る
。

第
三
章
を
第
四
章
と
し
、
第
二
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
三
章

貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
促
進

第
一
節

総
則

（
定
義
）

第
二
十
九
条
の
二

こ
の
章
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設

二
以
上
の
貨
物
自
動
車
（
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百

八
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
で
あ
っ
て
、
貨
物
の
運
送
の
用
に
供
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）が
駐
車
し
、
又
は
停
留
し
、
及
び
そ
れ
ら
の
貨
物
を
当
該
貨
物
自
動
車
相
互
間
で
積
み
替
え
る
ま
で
の
間

一
時
的
に
保
管
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
っ
て
、
高
速
自
動
車
国
道
そ
の
他
の
物
資
の
流
通
を
結
節
す
る
機
能
を
有

す
る
道
路
の
近
傍
に
立
地
し
、
入
浴
設
備
を
備
え
た
待
機
所
そ
の
他
の
貨
物
自
動
車
の
運
転
者
（
以
下「
運
転
者
」

と
い
う
。）の
疲
労
を
回
復
す
る
た
め
の
施
設
が
併
設
さ
れ
、
並
び
に
荷
役
に
係
る
停
留
場
所
へ
の
貨
物
自
動
車
の

出
入
り
の
円
滑
な
管
理
に
資
す
る
装
置
、
貨
物
の
搬
入
及
び
搬
出
並
び
に
仕
分
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
情
報
処

理
シ
ス
テ
ム
そ
の
他
の
荷
役
及
び
荷
さ
ば
き
の
効
率
化
に
資
す
る
設
備
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

二

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業

二
以
上
の
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
第
七
条

第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
特
定
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
（
同
法
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
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い
て
同
じ
。）が
そ
の
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
又
は
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
（
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規

定
す
る
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
を
い
う
。
第
二
十
九
条
の
六
第
五
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
運

転
者
一
人
当
た
り
の
一
回
の
運
送
に
お
け
る
貨
物
自
動
車
の
走
行
距
離
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
運
転
者
の

過
労
運
転
の
防
止
を
図
り
つ
つ
、
必
要
な
物
資
が
必
要
な
と
き
に
確
実
に
運
送
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
行
う

事
業
で
あ
っ
て
、
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
に
お
い
て
当
該
二
以
上
の
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又

は
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
の
二
以
上
の
貨
物
自
動
車
相
互
間
で
運
転
者
の
交
代
又
は
貨
物
の
受
渡
し
を
行

う
も
の
（
当
該
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
を
管
理
す
る
者
が
当
該
二
以
上
の
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

者
又
は
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
当
該
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
を
使
用
さ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
使
用
さ
せ
る
事
業
を
含
む
。）を
い
う
。

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
二
十
九
条
の
三

国
は
、
運
転
者
の
過
労
運
転
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、第
二
条（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）

の
基
本
理
念
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。）の
実
現
に
資
す
る
た
め
、
貨
物
自
動
車
相
互
間
の

中
継
輸
送
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者
へ
の
助
言

そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
の
実
現
に
資
す
る
た
め
、
貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
を
行
う
者
に
対
し
、

そ
の
実
施
に
関
し
必
要
な
助
言
及
び
協
力
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
者
の
責
務
）

第
二
十
九
条
の
四

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
及
び
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
は
、
そ
の
運
転
者
の
過
労
運

転
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
基
本
理
念
の
実
現
に
資
す
る
た
め
、
相
互
に
連
携
し
、
及
び
協
働
し
、
貨
物
自
動
車

相
互
間
の
中
継
輸
送
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

荷
主
及
び
倉
庫
業
者
（
倉
庫
業
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
倉
庫
業
者
を
い
う
。
第
三
十
条
第
八
号
イ
及
び
次

章
第
四
節
に
お
い
て
同
じ
。）そ
の
他
の
貨
物
自
動
車
に
係
る
貨
物
の
積
卸
施
設
の
管
理
者
（
次
条
第
二
項
第
四
号
に

お
い
て
「
倉
庫
業
者
等
」
と
い
う
。）は
、
基
本
理
念
の
実
現
に
資
す
る
た
め
、
そ
の
業
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
、
貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
円
滑
な
実
施
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
基
本
方
針
）

第
二
十
九
条
の
五

国
土
交
通
大
臣
は
、
運
転
者
の
過
労
運
転
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
基
本
理
念
の
実
現
に
資
す

る
た
め
、
貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
実
施
に
関
し
、
基
本
的
な
方
針
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
五
項
第

一
号
に
お
い
て
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。）を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

基
本
方
針
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

二

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

三

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
配
慮
す
べ
き
事
項

四

貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
に
係
る
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
、
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
、

荷
主
、
倉
庫
業
者
等
そ
の
他
の
関
係
者
相
互
間
の
連
携
及
び
協
働
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

五

そ
の
他
貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
（
当

該
行
政
機
関
が
合
議
制
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
行
政
機
関
）
に
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の

と
す
る
。第

二
節

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
の
認
定
等

（
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
の
認
定
）

第
二
十
九
条
の
六

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
共
同
し
て
、
そ
の
実
施
し
よ
う
と
す

る
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
に
つ
い
て
の
計
画
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
」

と
い
う
。）を
作
成
し
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
て
、
そ
の
貨

物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
目
標

二

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
を
実
施
す
る
区
域

三

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
内
容
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

四

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
用
に
供
す
る
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
立
地
、
規
模
、
構
造
及
び
設

備
並
び
に
管
理
主
体

五

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
時
期

六

運
転
者
一
人
当
た
り
の
一
回
の
運
送
に
お
け
る
貨
物
自
動
車
の
走
行
距
離
の
短
縮
そ
の
他
の
貨
物
自
動
車
中
継

輸
送
事
業
の
実
施
に
よ
り
見
込
ま
れ
る
効
果

七

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
額
及
び
そ
の
調
達
方
法

３

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
は
、
第
一
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
以
外
の
者
が
行
う
特
定
貨
物
自

動
車
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
の
内
容
及
び
そ
の
実
施
主
体

二

当
該
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
用
に
供
す
る
土
地
の
所
在
及
び
面
積

三

そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

４

第
二
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
第
九
条
第
一
項
（
同
法
第
三
十
五
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第

二
十
九
条
の
八
に
お
い
て
同
じ
。）の
認
可
を
要
す
る
事
業
計
画
の
変
更
に
関
す
る
事
項

二

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
第
九
条
第
三
項
（
同
法
第
三
十
五
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第

二
十
九
条
の
八
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
届
出
を
要
す
る
事
業
計
画
の
変
更
に
関
す
る
事
項

三

自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
第
七
条
第
一
項
又
は
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
要
す
る
行
為
に
関
す
る

事
項

四

自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を
要
す
る
同
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
位
置
、
規
模
、
構
造
又
は
設
備
の
変
更
に
関
す
る
事
項

五

倉
庫
業
法
第
三
条
の
登
録
に
係
る
同
法
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

六

倉
庫
業
法
第
七
条
第
一
項
の
変
更
登
録
を
要
す
る
同
法
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
関
す
る

事
項

七

倉
庫
業
法
第
七
条
第
三
項
又
は
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
要
す
る
行
為
に
関
す
る
事
項

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画

が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

一

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
項
が
基
本
方
針
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
項
が
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
を
確
実
に
遂
行
す
る
た

め
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
用
に
供
す
る
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
立
地
、
規
模
、
構
造
及
び
設

備
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

四

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業
の
う
ち
、
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
第
九
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
該
事
業
の
内
容
が
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

五

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業
の
う
ち
、
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
第
三
十
五
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
九
条
第
一
項
の
認
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
の
内
容
が
同
法
第
三
十
五
条
第
六
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
五
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適

合
す
る
こ
と
。

六

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業
の
う
ち
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
該
事
業
の
内
容
が
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
各
号
（
同
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る

構
造
又
は
設
備
の
変
更
に
あ
っ
て
は
、
同
法
第
六
条
第
一
号
）
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。


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七

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業
の
う
ち
、
倉
庫
業
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
次
の

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
登
録
又
は
変
更
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
認
定
の
申

請
の
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

イ

倉
庫
業
法
第
三
条
の
登
録

同
法
第
六
条
第
一
項
各
号

ロ

倉
庫
業
法
第
七
条
第
一
項
の
変
更
登
録

同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
一

項
第
四
号

６

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
・
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
関
係
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意

見
を
聴
く
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
・
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

７

国
土
交
通
大
臣
は
、
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
貨
物
自
動
車
中
継

輸
送
実
施
計
画
に
つ
い
て
第
一
項
の
認
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
聴
く
も
の
と

す
る
。

８

国
土
交
通
大
臣
は
、
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
貨
物
自
動
車
中
継

輸
送
実
施
計
画
に
つ
い
て
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
関
係
都
道
府
県
知
事
に
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。

９

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
認
定
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

（
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
の
変
更
等
）

第
二
十
九
条
の
七

前
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
変
更

の
認
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
認
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計

画
」
と
い
う
。）が
同
条
第
五
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
、
又
は
同
条
第
一
項
の
認

定
を
受
け
た
者
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
認
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
記
載
さ
れ
た
同
項
に

規
定
す
る
者
を
含
む
。
第
二
十
九
条
の
十
三
に
お
い
て
「
認
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
者
等
」
と
い
う
。）が
認

定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
従
っ
て
当
該
認
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業

（
前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
を
含
む
。
第
二
十
九
条
の
十
一
第
一
項
第
一

号
及
び
第
二
十
九
条
の
十
三
に
お
い
て
同
じ
。）を
実
施
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
る
。

３

前
条
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
変
更
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
都
市
計
画
法
等
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
の
配
慮
）

第
二
十
九
条
の
十
二

国
の
行
政
機
関
の
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
認
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
記
載

さ
れ
た
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
の
実
施
の
た
め
都
市
計
画
法
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
許
可

そ
の
他
の
処
分
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う

適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
節

雑
則

第
二
十
九
条
の
十
三

国
土
交
通
大
臣
は
、
認
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
者
等
に
対
し
、
認
定
貨
物
自
動
車
中
継

輸
送
実
施
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

第
二
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
改
正
後
の
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
か
ら
第
三
項

ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。）を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
基
本
方
針
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に

お
い
て
改
正
後
の
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た

も
の
と
み
な
す
。

（
検
討
）

第
三
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
百
四
十
号
中
「
）
又
は
」
を
「
）
若
し
く
は
第
二
十
九
条
の
十
（
倉
庫
業
法
の
特
例
）又
は
」に
、「
認

定
又
は
」
を
「
認
定
若
し
く
は
物
資
流
通
効
率
化
法
第
二
十
九
条
の
六
第
一
項
（
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画

の
認
定
）
の
規
定
に
よ
る
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
の
認
定
若
し
く
は
物
資
流
通
効
率
化
法
第
二
十
九
条
の

七
第
一
項
（
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
の
変
更
等
）
の
規
定
に
よ
る
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
の
変

更
の
認
定
又
は
」
に
改
め
る
。

第
三
節

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
促
進

（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
特
例
）

第
二
十
九
条
の
八

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
そ
の
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画

に
つ
い
て
第
二
十
九
条
の
六
第
一
項
の
認
定
（
前
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。
次
条
及
び
第
二
十
九
条
の
十

に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業
の
う
ち
、
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法
第
九
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
、
又
は
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
の
特
例
）

第
二
十
九
条
の
九

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
そ
の
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画

に
つ
い
て
第
二
十
九
条
の
六
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
記
載
さ

れ
た
事
業
の
う
ち
、
自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
、
又
は
同
法
第
七
条
第
一
項
若
し
く

は
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
許

可
を
受
け
、
又
は
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
倉
庫
業
法
の
特
例
）

第
二
十
九
条
の
十

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
そ
の
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画

に
つ
い
て
第
二
十
九
条
の
六
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
記
載
さ

れ
た
事
業
の
う
ち
、
倉
庫
業
法
第
三
条
の
登
録
若
し
く
は
同
法
第
七
条
第
一
項
の
変
更
登
録
を
受
け
、
又
は
同
条
第

三
項
若
し
く
は
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

規
定
に
よ
り
登
録
若
し
く
は
変
更
登
録
を
受
け
、
又
は
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
機
構
に
よ
る
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
推
進
）

第
二
十
九
条
の
十
一

機
構
は
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
。

一

認
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
出
資
及
び
貸
付
け
を
行

う
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
連
し
て
必
要
な
調
査
を
行
う
こ
と
。

２

機
構
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
場
合
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
定
め
る
基
準
に
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。





政

令

令和年月日 水曜日 第号官 報

（
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
の
下
に「
又
は
第
二
十
九
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
」

を
加
え
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
十
号
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
十
九
条
の
十
一
第
一
項
」を
加
え
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
の
下
に
「
及
び
第
二
十
九
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
」
を

加
え
る
。

（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

附
則
第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
貨
物
利
用
運
送
事
業
法
及
び
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
三
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

一

貨
物
利
用
運
送
事
業
法
第
三
十
三
条
第
三
号

二

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
二
十
九
条
の
六
第
四
項
第
一

号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
五
項
第
五
号

財
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

林

芳
正

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
管
理
及
び
再
生
の
円
滑
化
等
を
図
る
た
め
の
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
五
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

政
令
第
百
六
十
七
号

老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
管
理
及
び
再
生
の
円
滑
化
等
を
図
る
た
め
の
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
管
理
及
び
再
生
の
円
滑
化
等
を
図
る
た
め
の
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令

を
制
定
す
る
。

老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
管
理
及
び
再
生
の
円
滑
化
等
を
図
る
た
め
の
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
と
す
る
。

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
五
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

政
令
第
百
六
十
八
号

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
管
理
及
び
再
生
の
円
滑
化
等
を
図
る
た
め
の
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
二
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
及
び
第
四
条
第
一
号
中
「
第
五
条
の
二
十
二
第
一
項
」
を
「
第
五
条
の
二
十
六
第
一
項
」に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
管
理
及
び
再
生
の
円
滑
化
等
を
図
る
た
め
の
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
九
年
四
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

著
作
権
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
五
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

政
令
第
百
六
十
九
号

著
作
権
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
八
十
六
条
第
三
項

及
び
第
百
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

著
作
権
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
四
中
「
法
第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
（
法
第
八
十
六
条
第
三
項
及
び
第
百
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
行
政
審
判
手
続
に
係
る
法
第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
、同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、

同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

裁
判
手
続
に
係
る
法
第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
（
法
第
八
十
六
条
第
三
項
及
び
第
百
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
政
令
で
定
め
る
法
律
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）

二

少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）

三

人
身
保
護
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
九
号
）

四

行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）

五

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
号
）





府

令

・

省

令

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令

第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
受
給
者
証
の
再
交
付
の
申
請
）

（
受
給
者
証
の
再
交
付
の
申
請
）

第
二
十
三
条

令
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
申
請

を
し
よ
う
と
す
る
支
給
決
定
障
害
者
等
は
、
第
一

号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
市
町

村
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当

該
申
請
を
行
う
支
給
決
定
障
害
者
等
が
、
当
該
支

給
決
定
障
害
者
等
に
係
る
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類

を
提
示
し
、
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
記
録
の
送
信

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条

の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的

記
録
を
送
信
す
る
方
法
に
限
る
。
第
三
十
四
条
の

五
十
第
一
項
、
第
四
十
八
条
第
一
項
及
び
第
六
十

四
条
の
二
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
う

場
合
の
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
当
該
支
給
決
定
障

害
者
等
の
個
人
番
号
（
当
該
申
請
に
係
る
障
害
者

等
が
障
害
児
で
あ
る
場
合
の
申
請
書
に
つ
い
て

は
、
当
該
障
害
児
の
個
人
番
号
を
含
む
。）を
記
載

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
二
十
三
条

令
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
申
請

を
し
よ
う
と
す
る
支
給
決
定
障
害
者
等
は
、
第
一

号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
市
町

村
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当

該
申
請
を
行
う
支
給
決
定
障
害
者
等
が
、
当
該
支

給
決
定
障
害
者
等
に
係
る
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類

を
提
示
し
た
場
合
の
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
当
該

支
給
決
定
障
害
者
等
の
個
人
番
号
（
当
該
申
請
に

係
る
障
害
者
等
が
障
害
児
で
あ
る
場
合
の
申
請
書

に
つ
い
て
は
、
当
該
障
害
児
の
個
人
番
号
を
含

む
。）を
記
載
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

支
給
決
定
障
害
者
等
の
個
人
識
別
事
項
に
係

る
記
録

（
新
設
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

令和年月日 水曜日 第号官 報

六

民
事
執
行
法
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
号
）

七

国
際
捜
査
共
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
九
号
）

八

少
年
の
保
護
事
件
に
係
る
補
償
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）

九

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法

律
第
百
十
号
）

十

国
際
刑
事
裁
判
所
に
対
す
る
協
力
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
七
号
）

附

則

こ
の
政
令
は
、
民
事
関
係
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
の
活
用
等
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
三
号
）
附
則
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日（
令
和
八
年
五
月
二
十
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

文
部
科
学
大
臣

松
本

洋
平

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

児
童
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
五
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

政
令
第
百
七
十
号

児
童
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
五
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
政
令
を
制
定
す
る
。

児
童
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
五
条
の
二
中
「
船
橋
市
」
の
下
に
「
、
柏
市
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
九
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
処
分
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

都
道
府
県
知
事
若
し
く
は
都
道
府
県
が
設
置
す
る
児
童
相
談
所
の
所
長
そ
の
他
の
都
道
府
県
の
機
関
（
以
下
「
都

道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。）が
行
っ
た
許
可
、
認
可
そ
の
他
の
処
分
若
し
く
は
通
知
そ
の
他
の
行
為
の
う
ち
こ
の
政

令
の
施
行
の
際
現
に
効
力
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
都
道
府
県
知
事
等
に
対
し
て
さ
れ
て
い

る
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
で
あ
っ
て
、
児
童
福
祉
法
第
五
十
九
条
の
四
第
一
項
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
十
六
条
又
は
民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
に

係
る
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
政
令

の
施
行
後
、
柏
市
が
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
後
は
、
柏
市
長
若
し
く
は
柏

市
が
設
置
す
る
児
童
相
談
所
の
所
長
そ
の
他
の
柏
市
の
機
関
（
以
下
「
柏
市
長
等
」
と
い
う
。）の
行
っ
た
許
可
、
認

可
そ
の
他
の
処
分
若
し
く
は
通
知
そ
の
他
の
行
為
又
は
柏
市
長
等
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
と

み
な
す
。

３

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
児
童
福
祉
法
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
又
は
民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養

子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
に
係
る
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
都

道
府
県
知
事
等
に
対
し
て
報
告
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
あ
っ
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に

当
該
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
う
ち
、
児
童
福
祉
法
第
五
十
九
条
の
四
第
一
項
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
第
十
六
条
又
は
民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
に
係
る
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律

第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
政
令
の
施
行
後
、
柏
市
が
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
こ
の
政
令
の
施
行
後
は
、
こ
れ
を
、
柏
市
長
等
に
対
し
て
当
該
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
こ

れ
ら
の
法
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

〇
内

閣

府

厚
生
労
働
省
令
第
六
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

百
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎





（
地
域
相
談
支
援
受
給
者
証
の
再
交
付
の
申
請
）

（
地
域
相
談
支
援
受
給
者
証
の
再
交
付
の
申
請
）

第
三
十
四
条
の
五
十

令
第
二
十
六
条
の
八
の
規
定

に
基
づ
き
地
域
相
談
支
援
受
給
者
証
の
再
交
付
の

申
請
を
し
よ
う
と
す
る
地
域
相
談
支
援
給
付
決
定

障
害
者
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
請
書
を
、
市
町
村
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
当
該
申
請
を
行
う
地
域
相
談
支
援

給
付
決
定
障
害
者
が
、
当
該
地
域
相
談
支
援
給
付

決
定
障
害
者
に
係
る
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
提

示
し
、
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
記
録
の
送
信
を
行

う
場
合
の
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
域
相
談

支
援
給
付
決
定
障
害
者
の
個
人
番
号
を
記
載
す
る

こ
と
を
要
し
な
い
。

第
三
十
四
条
の
五
十

令
第
二
十
六
条
の
八
の
規
定

に
基
づ
き
地
域
相
談
支
援
受
給
者
証
の
再
交
付
の

申
請
を
し
よ
う
と
す
る
地
域
相
談
支
援
給
付
決
定

障
害
者
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
請
書
を
、
市
町
村
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
当
該
申
請
を
行
う
地
域
相
談
支
援

給
付
決
定
障
害
者
が
、
当
該
地
域
相
談
支
援
給
付

決
定
障
害
者
に
係
る
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
提

示
し
た
場
合
の
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
域

相
談
支
援
給
付
決
定
障
害
者
の
個
人
番
号
を
記
載

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

地
域
相
談
支
援
給
付
決
定
障
害
者
の
個
人
識

別
事
項
に
係
る
記
録

（
新
設
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
医
療
受
給
者
証
の
再
交
付
の
申
請
）

（
医
療
受
給
者
証
の
再
交
付
の
申
請
）

第
四
十
八
条

令
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
支
給
認
定
障
害
者
等

は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

を
、
市
町
村
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
申
請
を
行
う
支
給
認
定
障
害
者
等

が
当
該
支
給
認
定
障
害
者
等
に
係
る
第
二
号
に
掲

げ
る
書
類
を
提
示
し
、
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
記

録
の
送
信
を
行
う
場
合
の
申
請
書
に
つ
い
て
は
、

当
該
支
給
認
定
障
害
者
等
の
個
人
番
号
（
当
該
支

給
認
定
に
係
る
障
害
者
等
が
障
害
児
の
場
合
の
申

請
書
に
つ
い
て
は
、
当
該
障
害
児
の
個
人
番
号
も

含
む
。）を
記
載
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
四
十
八
条

令
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
支
給
認
定
障
害
者
等

は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

を
、
市
町
村
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
申
請
を
行
う
支
給
認
定
障
害
者
等

が
当
該
支
給
認
定
障
害
者
等
に
係
る
第
二
号
に
掲

げ
る
書
類
を
提
示
し
た
場
合
の
申
請
書
に
つ
い
て

は
、
当
該
支
給
認
定
障
害
者
等
の
個
人
番
号
（
当

該
支
給
認
定
に
係
る
障
害
者
等
が
障
害
児
の
場
合

の
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
当
該
障
害
児
の
個
人
番

号
も
含
む
。）を
記
載
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

支
給
認
定
障
害
者
等
の
個
人
識
別
事
項
に
係

る
記
録

（
新
設
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

（
療
養
介
護
医
療
受
給
者
証
の
再
交
付
等
）

（
療
養
介
護
医
療
受
給
者
証
の
再
交
付
等
）

第
六
十
四
条
の
二
の
二

（
略
）

第
六
十
四
条
の
二
の
二

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
基
づ
き
申
請
を
し
よ
う
と
す
る

療
養
介
護
医
療
費
支
給
対
象
障
害
者
は
、
第
一
号

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
市
町
村

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該

申
請
を
行
う
療
養
介
護
医
療
費
支
給
対
象
障
害
者

が
、
当
該
療
養
介
護
医
療
費
支
給
対
象
障
害
者
に

２

前
項
の
規
定
に
基
づ
き
申
請
を
し
よ
う
と
す
る

療
養
介
護
医
療
費
支
給
対
象
障
害
者
は
、
第
一
号

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
市
町
村

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該

申
請
を
行
う
療
養
介
護
医
療
費
支
給
対
象
障
害
者

が
、
当
該
療
養
介
護
医
療
費
支
給
対
象
障
害
者
に

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

療
養
介
護
医
療
費
支
給
対
象
障
害
者
の
個
人

識
別
事
項
に
係
る
記
録

（
新
設
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

附

則

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

係
る
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
提
示
し
、
又
は
第

三
号
に
掲
げ
る
記
録
の
送
信
を
行
う
場
合
の
申
請

書
に
つ
い
て
は
、
当
該
療
養
介
護
医
療
費
支
給
対

象
障
害
者
の
個
人
番
号
を
記
載
す
る
こ
と
を
要
し

な
い
。

係
る
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
提
示
し
た
場
合
の

申
請
書
に
つ
い
て
は
、
当
該
療
養
介
護
医
療
費
支

給
対
象
障
害
者
の
個
人
番
号
を
記
載
す
る
こ
と
を

要
し
な
い
。

法

規

的

告

示

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安

全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法

律
第
百
四
十
五
号
）
第
四
条
第
五
項
第
三
号
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
要
指
導
医
薬

品
は
、
次
に
掲
げ
る
医
薬
品
と
す
る
。

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安

全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法

律
第
百
四
十
五
号
）
第
四
条
第
五
項
第
三
号
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
要
指
導
医
薬

品
は
、
次
に
掲
げ
る
医
薬
品
と
す
る
。

一

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及

び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第

五
項
第
三
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
医
薬
品
で

あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
、
そ
の
水
和
物
及

び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て
含
有
す

る
製
剤

一

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及

び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第

五
項
第
三
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
医
薬
品
で

あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
、
そ
の
水
和
物
及

び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て
含
有
す

る
製
剤

〜

（
略
）

〜

（
略
）

タ
ダ
ラ
フ
ィ
ル
（
一
錠
中
タ
ダ
ラ
フ
ィ
ル

と
し
て
十
㎎
を
含
有
す
る
勃
起
不
全
用
薬
に

限
る
。）

（
新
設
）

〜

（
略
）

〜

（
略
）

ラ
メ
ル
テ
オ
ン

（
新
設
）

〜

（
略
）

〜

（
略
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

令和年月日 水曜日 第号官 報

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
四
条
第
五
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等

に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
五
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
要
指
導
医
薬
品
（
平
成
二
十
六

年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎





（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

次
に
掲
げ
る
医
薬
品
（
専
ら
疾
病
の
診
断
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
で
あ
っ

て
、
人
の
身
体
に
直
接
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も

の
を
除
く
。）

次
に
掲
げ
る
医
薬
品
（
専
ら
疾
病
の
診
断
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
で
あ
っ

て
、
人
の
身
体
に
直
接
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も

の
を
除
く
。）

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

次
に
掲
げ
る
も
の
、
そ
の
誘
導
体
、
そ
れ
ら
の

水
和
物
及
び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て

含
有
す
る
製
剤
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
殺

そ
剤
を
除
く
。）。
た
だ
し
、
二
以
上
の
有
効
成
分

を
含
有
す
る
製
剤
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
に
限
る
。

八

次
に
掲
げ
る
も
の
、
そ
の
誘
導
体
、
そ
れ
ら
の

水
和
物
及
び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て

含
有
す
る
製
剤
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
殺

そ
剤
を
除
く
。）。
た
だ
し
、
二
以
上
の
有
効
成
分

を
含
有
す
る
製
剤
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
に
限
る
。

〜
(584)

（
略
）

〜
(584)

（
略
）

(585)

タ
ダ
ラ
フ
ィ
ル
。
た
だ
し
、
一
錠
中
タ
ダ
ラ

フ
ィ
ル
と
し
て
十
㎎
を
含
有
す
る
勃
起
不
全
用

薬
を
除
く
。

(585)

タ
ダ
ラ
フ
ィ
ル

(586)
〜
(1175)

（
略
）

(586)
〜
(1175)

（
略
）

（
削
る
）

(1176)

ラ
メ
ル
テ
オ
ン

(1176)
〜
(1274)

（
略
）

(1177)
〜
(1275)

（
略
）

九

（
略
）

九

（
略
）

そ
の
他
告
示

一

名
称
の
変
更

変
更
前

広
昇
株
式
会
社

変
更
後

Ｈ
ｏ
ｐ
Ｇ
ｏ
株
式
会
社

二

研
修
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
の
変
更

変
更
前

広
昇
株
式
会
社

研
修
室

変
更
後

Ｈ
ｏ
ｐ
Ｇ
ｏ
株
式
会
社
研
修
室

三

変
更
の
年
月
日

令
和
八
年
二
月
十
六
日

令和年月日 水曜日 第号官 報

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
二
十
七
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
指
定
し
た
次
の
土
地
の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日国

土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

明
治
三
十
三
年
内
務
省
告
示
第
八
十
六
号
で
指
定
し

た
土
地
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
土
地

京
都
府
木
津
川
市
城
山
台

一
丁
目
及
び
二
丁
目

四
丁
目

六
丁
目
か
ら
十
一
丁
目
ま
で

十
三
丁
目

京
都
府
木
津
川
市
木
津

ヶ
谷

二

明
治
三
十
三
年
内
務
省
告
示
第
八
十
七
号
で
指
定
し

た
土
地
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
土
地

京
都
府
木
津
川
市
城
山
台

四
丁
目

六
丁
目

十
一
丁
目

〇
観
光
庁
告
示
第
五
号

旅
行
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）

第
十
二
条
の
十
七
の
規
定
に
基
づ
き
、
Ｈ
ｏ
ｐ
Ｇ
ｏ
株
式

会
社
（
登
録
研
修
機
関
第
六
十
七
号
）
か
ら
名
称
及
び
研

修
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
を
変
更
す
る
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
法
第
十
二
条
の
二
十
八
第
二
号
の
規
定
に
よ

り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

観
光
庁
長
官

村
田

茂
樹

〇
防
衛
省
告
示
第
百
三
十
一
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
六
月
二
日
（
予
備
、
同
月
一
日
及
び

同
月
三
日
）
の
〇
六
〇
〇
か
ら
一
八
〇
〇
ま
で

区

域

豊
後
水
道
南
方
の
次
の

か
ら

ま
で
の
六
地

点
を
順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
地

点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に

そ
の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
一
五
、
二
四
〇

メ
ー
ト
ル
以
下
ま
で
の
間

北
緯
三
一
度
四
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
三
度
二
九
分
五
一
秒

北
緯
三
一
度
四
二
分
一
三
秒

東
経
一
三
三
度
二
九
分
五
一
秒

北
緯
三
一
度
二
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
五
九
分
五
一
秒

北
緯
三
一
度
三
六
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
五
九
分
五
一
秒

北
緯
三
一
度
三
六
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
三
七
分
五
一
秒

北
緯
三
一
度
四
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
三
七
分
五
一
秒

実
施
艦

自
衛
艦
十
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
一
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に

関
す
る
法
律
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省

告
示
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
た
だ
し
、
一
錠
中
タ
ダ
ラ
フ
ィ
ル
と
し
て
十
㎎
を
含
有

す
る
勃
起
不
全
用
薬
又
は
ラ
メ
ル
テ
オ
ン
、
そ
の
誘
導
体
、
そ
れ
ら
の
水
和
物
及
び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し

て
含
有
す
る
製
剤
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
て
、
令
和
八
年
十
一
月
十
九
日
以
前
に
現
に
存
し
、
か
つ
、
そ
の
添
付
す
る
文

書
に
同
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
医
薬
品
（
以
下
「
処
方
箋
医
薬
品
」
と
い
う
。）で
あ
る
旨
の
記

載
が
あ
り
、
又
は
そ
の
容
器
若
し
く
は
被
包
（
内
袋
を
含
む
。）に
処
方
箋
医
薬
品
で
あ
る
旨
の
表
示
の
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
記
載
及
び
表
示
に
関
す
る
限
り
、
同
法
第
五
十
四
条（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
内
閣
府
告
示
第
七
十
号

原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
の
振
興
に
関
す
る
特
別

措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
八
号
）
第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
茨
城
県
知
事
か
ら
申
出
の
あ
っ

た
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
に
つ
い
て
、
令
和
八
年

五
月
十
三
日
を
も
っ
て
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日内

閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

一

原
子
力
発
電
施
設
等

東
海
第
二
発
電
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
原
子
力
発
電

施
設
並
び
に
Ｍ
Ｈ
Ｉ
原
子
力
研
究
開
発
株
式
会
社
、
三

菱
原
子
燃
料
株
式
会
社
東
海
工
場
、
国
立
研
究
開
発
法

人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
原
子
力
科
学
研
究
所
及

び
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
工
学
研
究
所
、
原
子
燃
料
工
業
株

式
会
社
東
海
事
業
所
、
日
本
核
燃
料
開
発
株
式
会
社
及

び
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
大

洗
原
子
力
工
学
研
究
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
原
子
力
発

電
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
施
設

二

原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域

水
戸
市
、
日
立
市
、
常
陸
太
田
市
、
高
萩
市
、
笠
間

市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
常
陸
大
宮
市
、
那
珂
市
、
鉾
田

市
、
茨
城
町
、
大
洗
町
、
城
里
町
、
東
海
村
及
び
大
子

町





九
州
地
方
整
備
局
長
が
市
道
坊
主
島
下
桶
川
線
に
お
け
る
樋
島
大
橋
の
修
繕
に
関
す
る
工
事
を
行
う
場
合
の
権
限

権
限

の
一

覧
道
路
管
理
者
等

１
道
路
区
域
の
決
定
又
は
変
更
（
道
路
法
第
18条
第
１
項
）

道
路
管
理
者
上
天
草
市
長

２
他
の
工
作
物
の
管
理
者
に
対
す
る
工
事
施
行
命
令
等
（
道
路
法
第
21条
）
道
路
管
理
者
上
天
草
市
長

３
工
事
原
因
者
に
対
す
る
工
事
施
行
命
令
等
（
道
路
法
第
22条
第
１
項
）

道
路
管
理
者
上
天
草
市
長

４
附
帯
工
事
の
施
行
（
道
路
法
第
23条
第
１
項
）

道
路
管
理
者
上
天
草
市
長

５
道
路
管
理
者
以
外
の
工
事
等
の
承
認
（
道
路
法
第
24条
及
び
第
87条
第
１

項
）

道
路
管
理
者
上
天
草
市
長

６
道
路
占
用
の
許
可
（
道
路
法
第
32条
第
１
項
、
第
３
項
及
び
第
87条
第
１

項
）

道
路
管
理
者
上
天
草
市
長

７
道
路
の
占
用
の
許
可
基
準
（
道
路
法
第
33条
第
２
項
第
４
号
）

道
路
管
理
者
上
天
草
市
長

令和年月日 水曜日 第号官 報
実
施
艦

自
衛
艦
十
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
百
三
十
二
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
六
月
一
日

（
予
備
、
同
月
二
日
か
ら
同
月
七
日
）
ま
で
の

間
、
毎
日
〇
七
〇
〇
か
ら
二
一
〇
〇
ま
で

区

域

野
島
埼
南
方
の
次
の

か
ら

ま
で
の
七
地
点

を
順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
地
点

を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ

の
上
空
。
た
だ
し
、

及
び

を
結
ん
だ
線
か

ら
南
側
は
海
面
か
ら
高
度
一
五
、
二
四
〇
メ
ー

ト
ル
以
下
並
び
に

及
び

を
結
ん
だ
線
か
ら

北
側
で

及
び

を
結
ん
だ
線
か
ら
南
側
は
海

面
か
ら
高
度
四
、
五
七
二
メ
ー
ト
ル
以
下
並
び

に

及
び

を
結
ん
だ
線
か
ら
北
側
は
海
面
か

ら
高
度
三
、
六
五
八
メ
ー
ト
ル
以
下
ま
で
の
間

北
緯
三
四
度
三
五
分
一
二
秒

東
経
一
四
〇
度
一
六
分
四
八
秒

北
緯
三
四
度
一
八
分
二
三
秒

東
経
一
四
〇
度
三
三
分
〇
六
秒

北
緯
三
四
度
〇
八
分
一
八
秒

東
経
一
四
〇
度
四
六
分
五
一
秒

北
緯
三
四
度
〇
一
分
五
九
秒

東
経
一
四
〇
度
五
七
分
〇
一
秒

北
緯
三
三
度
五
七
分
〇
七
秒

東
経
一
四
一
度
〇
五
分
一
四
秒

北
緯
三
三
度
三
四
分
二
九
秒

東
経
一
四
〇
度
二
五
分
四
七
秒

北
緯
三
四
度
三
一
分
一
二
秒

東
経
一
四
〇
度
〇
七
分
四
八
秒

北
緯
三
三
度
四
七
分
〇
六
秒

東
経
一
四
〇
度
二
一
分
五
〇
秒

北
緯
三
四
度
一
一
分
二
一
秒

東
経
一
四
〇
度
一
四
分
〇
九
秒

〇
防
衛
省
告
示
第
百
三
十
三
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
六
月
一
日

（
予
備
、
同
月
二
日
か
ら
同
月
七
日
）
ま
で
の

間
、
毎
日
〇
七
〇
〇
か
ら
二
一
〇
〇
ま
で

区

域

若
狭
湾
北
方
の
次
の

か
ら

ま
で
の
四
地
点

を
順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
地
点

を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ

の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
一
五
、
二
四
〇
メ
ー

ト
ル
以
下
ま
で
の
間

北
緯
三
七
度
〇
〇
分
一
一
秒

東
経
一
三
四
度
五
九
分
五
〇
秒

北
緯
三
七
度
二
二
分
一
一
秒

東
経
一
三
五
度
三
九
分
四
九
秒

北
緯
三
七
度
〇
二
分
一
一
秒

東
経
一
三
五
度
三
九
分
四
九
秒

北
緯
三
六
度
四
〇
分
一
一
秒

東
経
一
三
四
度
五
九
分
五
〇
秒

実
施
艦

自
衛
艦
九
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
百
三
十
四
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
六
月
一
日
（
予
備
、
同
月
二
日
か
ら

同
月
五
日
）
の
〇
七
〇
〇
か
ら
一
八
〇
〇
ま
で

区

域

八
丈
島
南
東
方
の
北
緯
三
一
度
一
四
分
一
四

秒
、
東
経
一
四
四
度
二
六
分
四
八
秒
の
地
点
を

中
心
と
す
る
半
径
二
十
五
海
里
の
円
内
の
海
面

及
び
そ
の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
一
五
、
二
四

〇
メ
ー
ト
ル
以
下
ま
で
の
間

実
施
艦

自
衛
艦
十
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
地
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
百
三
十
五
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
五
月
三
十
日
及
び
同
月
三
十
一
日

（
予
備
、
同
年
六
月
一
日
）
の
毎
日
〇
八
〇
〇

か
ら
一
七
〇
〇
ま
で

区

域

五
島
列
島
南
方
の
次
の
経
緯
度
線
に
よ
り
囲
ま

れ
る
海
面
及
び
そ
の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
一

五
、
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
ま
で
の
間

北
緯
三
二
度
二
〇
分
一
二
秒

北
緯
三
一
度
四
七
分
一
二
秒

東
経
一
二
八
度
四
五
分
五
二
秒

東
経
一
二
九
度
〇
九
分
五
二
秒

実
施
艦

自
衛
艦
九
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
経
緯
度
は
、
世
界
測
地
系
の

数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
百
三
十
六
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
六
月
六
日
（
予
備
、
同
月
七
日
）
の

〇
六
〇
〇
か
ら
一
九
〇
〇
ま
で

区

域

津
軽
海
峡
西
方
の
北
緯
四
〇
度
五
五
分
〇
九

秒
、
東
経
一
三
九
度
〇
四
分
四
八
秒
の
地
点
を

中
心
と
す
る
半
径
十
海
里
の
円
内
の
海
面
及
び

そ
の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
一
五
、
二
四
〇

メ
ー
ト
ル
以
下
ま
で
の
間

実
施
艦

自
衛
艦
九
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
地
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
百
三
十
七
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
六
月
六
日
（
予
備
、
同
月
七
日
）
の

〇
六
〇
〇
か
ら
一
九
〇
〇
ま
で

区

域

津
軽
海
峡
東
方
の
北
緯
四
一
度
二
〇
分
一
〇

秒
、
東
経
一
四
二
度
二
九
分
四
七
秒
の
地
点
を

中
心
と
す
る
半
径
十
五
海
里
の
円
内
の
海
面
及

び
そ
の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
一
五
、
二
四
〇

メ
ー
ト
ル
以
下
ま
で
の
間

実
施
艦

自
衛
艦
九
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
地
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
六
号

道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
四
条
第
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
上

天
草
市
長
と
の
協
議
が
次
の
と
お
り
成
立
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

九
州
地
方
整
備
局
長

垣
下

禎
裕





８ 占用工事の調整条件付与（道路法第34条） 道路管理者上天草市長

９ 国の占用の協議、同意（道路法第35条） 道路管理者上天草市長

10 公益事業に係る占用工事計画書の受理（道路法第36条第１項） 道路管理者上天草市長

11 道路管理者による占用工事の施行（道路法第38条第１項） 道路管理者上天草市長

12 入札対象施設等の入札占用指針の決定等（道路法第39条の２第
１項及び第６項）

道路管理者上天草市長

13 占用入札の実施等（道路法第39条の４第１項、第３項、第４項
及び第５項）

道路管理者上天草市長

14 入札占用計画の認定（道路法第39条の５第１項） 道路管理者上天草市長

15 入札占用計画の変更等（道路法第39条の６第１項） 道路管理者上天草市長

16 占用物件の維持管理に関する措置（道路法第39条の９） 道路管理者上天草市長

17 占用期間満了後の原状回復の指示（道路法第40条第２項） 道路管理者上天草市長

18 車両の積載物の落下の予防等の措置命令（道路法第43条の２） 道路管理者上天草市長

19 違法放置物件に対する措置（道路法第44条の３第１項から第５
項）

道路管理者上天草市長

20 道路標識又は区画線の設置（道路法第45条第１項） 道路管理者上天草市長

21 通行の制限・禁止の場合における道路標識の設置（道路法第47
条の15）

道路管理者上天草市長

22 道路通行の制限又は禁止（道路法第46条第１項第１号） 道路管理者上天草市長

23 道路通行の制限又は禁止（道路法第46条第１項第２号） 九州地方整備局長

24 トンネル、橋等における通行の禁止又は制限（道路法第47条第
３項）

道路管理者上天草市長

25 特殊車両許可等（道路法第47条の２第１項、第２項及び第５項） 道路管理者上天草市長

26 車両の通行に関する措置（道路法第47条の14） 道路管理者上天草市長

27 道路一体建物に関する協定締結・建物の管理（道路法第47条の
18第１項）

道路管理者上天草市長

28 公募対象歩行者利便増進施設等の公募占用指針（道路法48条の
23第１項及び第５項）

道路管理者上天草市長

29 占用予定者の選定（道路法48条の25第１項、第２項、第４項、
第５項及び第６項）

道路管理者上天草市長

30 歩行者利便増進計画の認定（道路法48条の26第１項） 道路管理者上天草市長

31 歩行者利便増進計画の変更等（道路法第48条の27第１項） 道路管理者上天草市長

32 地位の承継（道路法第48条の29） 道路管理者上天草市長

33 防災拠点自動車駐車場の利用の禁止又は制限（道路法第48条の
29の３）

道路管理者上天草市長

34 防災拠点自動車駐車場の利用の制限等の表示（道路法第48条の
29の４）

道路管理者上天草市長

35 防災拠点自動車駐車場の管理の特例（道路法第48条の29の６第
１項）

道路管理者上天草市長

36 車両の停留の許可（道路法第48条の32第１項、第３項及び第87
条第１項）

道路管理者上天草市長

37 利便施設協定の締結・管理（道路法第48条の37第１項） 道路管理者上天草市長

38 自動車駐車場等運営権者に対する道路管理者の承認等の特例
（道路法第48条の45）

道路管理者上天草市長

39 道路協力団体に対する道路管理者の承認等の特例（道路法第48
条の64）

道路管理者上天草市長

40 共用管理施設の管理費用に関する協議（道路法第54条の２第１
項）

道路管理者上天草市長

41 他人の土地の立入又は一時使用（道路法第66条第１項） 道路管理者上天草市長

42 長時間放置車両の移動、保管等（道路法第67条の２） 道路管理者上天草市長

43 非常災害時における土地の一時使用等（道路法第68条） 道路管理者上天草市長

44 他人の土地の立入等に係る損失補償等（道路法第69条） 道路管理者上天草市長

45 道路の新設・改築に伴う損失補償等（道路法第70条） 道路管理者上天草市長

46 監督処分（道路法第71条第１項から第３項前段） 道路管理者上天草市長

47 限度超過車両に関する報告、立入検査（道路法第72条の２第１
項及び第２項）

道路管理者上天草市長

48 不用物件と新たに道路を構成する物件との交換（道路法第92条
第４項）

道路管理者上天草市長

49 不用物件使用の申出及びその引渡しを受けること（道路法第93
条）

道路管理者上天草市長

50 都道府県公安委員会との調整（道路法第95条の２） 九州地方整備局長

51 車両の総重量等の限度の設定（車両制限令第７条第２項） 道路管理者上天草市長

52 車両の通行方法の制限（車両制限令第10条第３項） 道路管理者上天草市長

53 他の道路の指定（車両制限令第11条第１項） 道路管理者上天草市長

54 特殊な車両の認定（車両制限令第12条） 道路管理者上天草市長

令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

〇 九 州 地 方 整 備 局 告 示 第 六 十 七 号

道 路 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 号 ） 第 十 七 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 上 天 草 市 道 の 修 繕 工 事 を 本 整

備 局 長 に お い て 次 の と お り 開 始 す る の で 、 道 路 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 七 年 政 令 第 四 百 七 十 九 号 ） 第 二 条

第 一 項 の 規 定 に よ り 告 示 す る 。

令 和 八 年 五 月 二 十 日 九 州 地 方 整 備 局 長 垣 下 禎 裕

路 線 名 工 事 区 間 工 事 の 種 類 工 事 開 始 の 期 日

坊 主 島 下 桶 川

線

上 天 草 市 龍 ヶ 岳 町 高 戸 字 坊 主 島 か ら 同 市 龍 ヶ 岳

町 大 字 樋 島 字 真 米 ま で

修 繕 令 和 八 年 五 月 二 十 日




国
会
事
項

人
事
異
動

叙
位
・
叙
勲

令和年月日 水曜日 第号官 報

衆

議

院

質
問
書
転
送

五
月
十
八
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し
た
。

在
日
米
軍
基
地
か
ら
排
出
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
機
器
の

処
理
と
「
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処

理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
改
正
案
に
関
す
る

質
問
主
意
書

議
事
日
程

五
月
十
九
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

参

議

院

議
案
受
領
（
予
備
審
査
）

五
月
十
八
日
衆
議
院
か
ら
次
の
議
案
が
送
付
さ
れ
た
。

刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
西
村
智
奈

美
外
三
名
提
出
）（
衆
第
九
号
）

議
案
付
託

五
月
十
八
日
議
長
は
、
次
の
衆
議
院
提
出
案
を
委
員
会

に
付
託
し
た
。

食
育
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
衆
第
八
号
）

農
林
水
産
委
員
会
に
付
託

ま
た
、
同
日
議
長
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出

案
を
委
員
会
に
付
託
し
た
。

携
帯
音
声
通
信
事
業
者
に
よ
る
契
約
者
等
の
本
人
確
認

等
及
び
携
帯
音
声
通
信
役
務
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三

三
号
）

総
務
委
員
会
に
付
託

質
問
主
意
書
転
送

五
月
十
八
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し
た
。

Ｄ
Ｖ
を
理
由
と
す
る
離
婚
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
福

島
み
ず
ほ
提
出
）（
第
四
三
号
）

〇
財
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

林

芳
正

財
務
大
臣
片
山
さ
つ
き
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条

の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
財
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大

臣
に
指
定
す
る

同

林

芳
正

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
片
山
さ
つ
き
海
外
出
張
不
在
中
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
金
融
）
事
務
代
理
を
命
ず
る

（
大
阪
地
方
裁
判
所
判
事
・
大
阪
簡

易
裁
判
所
判
事
）
判
事
兼
簡
易
裁

判
所
判
事

植
村

一
仁

願
に
依
り
本
官
並
び
に
兼
官
を
免
ず
る
（
以
上
五
月
十
七

日
）

法

務

省

（
東
京
地
方
検
察
庁
検
事
兼
法
務
省

民
事
局
付
）
検
事
兼
法
務
事
務
官

大
作

顕
子

法
務
事
務
官
（
法
務
省
民
事
局
付
）
の
併
任
を
解
除
す
る

（
五
月
十
四
日
）

山
田

寛

海
保

誠
治

毛
受

久

水
口

章

山
﨑

健

畠
山

稔

洪

恵
子

藤
倉

達
郎

二
村

久
則

山
田

哲
也

三
井

誠

薬
師
寺
公
夫

中
本

敏
嗣

難
民
審
査
参
与
員
に
任
命
す
る
（
各
通
）（
五
月
十
六
日
）

最
高
裁
判
所

大
阪
高
等
裁
判
所
判
事
・
大
阪
簡

易
裁
判
所
判
事

渡
部

五
郎

神
戸
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

神
戸
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
四
月
三
十
日
）

簡
易
裁
判
所
判
事

中
垣
内
健
治

金
沢
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
五
月
十
一
日
）

〇
定
年
退
官

簡
易
裁
判
所
判
事
三
津
川
昇
は
五
月
一
日
限
り
定
年
退

官〇
叙
位

藤
井

孝
男

正
三
位
に
叙
す
る

（
長
野
工
業
高
等
専
門
学
校
名
誉
教

授
）

松
岡

保
正

従
四
位
に
叙
す
る

栗
城

繁
夫

正
五
位
に
叙
す
る

（
長
崎
県
公
立
学
校
長
）

市
丸

智
基

加
藤
奈
智
子

豊
岡

清
朗

宮
島

重
光

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

阿
部

吉
宏

佐
々
木
智
枝
子

山
田

矩
子

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

氏
家
誠
四
郎

（
三
重
県
警
部
）

川
戸

重
朋

栗
原

郁
夫

高
野
憲
一
郎

中
島

明
雄

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

伊
藤

四
郎

千
葉

博
史

花
岡

常
藏

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
四
月
十
三
日
）

児
島

格
二

山
崎

勝
基

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

阿
部

禮
哉

岩
上

良
明

國
立

英
夫

小
林

繁
夫

利
波

宗
雄

西
田

眞
弘

水
牧

尚

横
山

照
邦

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

富
岡

俊
武

西
村

幹
雄

三
島

光
男

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

議
事
日
程

第
十
五
号

令
和
八
年
五
月
十
九
日
（
火
曜
日
）

午
後
一
時
開
議

第
一

防
災
庁
設
置
法
案
（
内
閣
提
出
）

第
二

防
災
庁
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整

備
等
に
関
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
）

第
三

予
備
自
衛
官
等
の
職
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る

た
め
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
の
兼
業
の
特

例
に
関
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
）

第
四

経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
安

全
保
障
の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
株
式
会

社
国
際
協
力
銀
行
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
内
閣
提
出
）

第
五

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
除

去
並
び
に
脱
税
及
び
租
税
回
避
の
防
止
の
た
め
の
日

本
国
と
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

第
六

環
境
保
護
に
関
す
る
南
極
条
約
議
定
書
の
附
属

書
Ⅵ
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

第
七

国
際
民
間
航
空
条
約
第
五
十
条
⒜
の
改
正
に
関

す
る
二
千
十
六
年
十
月
六
日
に
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で

署
名
さ
れ
た
議
定
書
及
び
国
際
民
間
航
空
条
約
第
五

十
六
条
の
改
正
に
関
す
る
二
千
十
六
年
十
月
六
日
に

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
署
名
さ
れ
た
議
定
書
の
締
結
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

第
八

万
国
郵
便
連
合
憲
章
の
第
十
二
追
加
議
定
書
、

万
国
郵
便
連
合
一
般
規
則
の
第
四
追
加
議
定
書
、
万

国
郵
便
連
合
一
般
規
則
の
第
五
追
加
議
定
書
、
万
国

郵
便
条
約
の
第
一
追
加
議
定
書
及
び
万
国
郵
便
条
約

の
第
二
追
加
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め

る
の
件

内

閣

衆
議
院
議
員

石
破

茂

天
皇
皇
后
両
陛
下
オ
ラ
ン
ダ
及
び
ベ
ル
ギ
ー
御
訪
問
に
つ

き
首
席
随
員
を
命
ず
る

期
間
は
令
和
八
年
六
月
二
十
九
日
ま
で
と
す
る

宮
内
庁
長
官

黒
田
武
一
郎

侍
従
長

別
所

浩
郎

式
部
官
長

三
上

正
裕

南

博

外
務
事
務
官

宮
下

匡
之

皇
宮
警
視
監

直
江

利
克

女
官
長

西
宮

幸
子

内
閣
府
事
務
官

長
村

順
也

侍
従

森
川

泰
敬

式
部
官

林

達
郎

外
務
事
務
官

杉
浦

雅
俊

同

市
場

裕
昭

侍
医

保
田
壮
一
郎

侍
従

細
見

昌
史

女
官

箱
嶋

明
美

同

津
島

南
枝

天
皇
皇
后
両
陛
下
オ
ラ
ン
ダ
及
び
ベ
ル
ギ
ー
御
訪
問
に
つ

き
随
員
を
命
ず
る

期
間
は
令
和
八
年
六
月
二
十
九
日
ま
で
と
す
る
（
各
通
）

（
以
上
五
月
十
二
日
）

国
務
大
臣

松
本

洋
平

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
黄
川
田
仁
志
海
外
出
張
不
在
中
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
、
消
費
者
及

び
食
品
安
全
、
こ
ど
も
政
策
少
子
化
対
策
若
者
活
躍

男
女
共
同
参
画
、地
方
創
生
、ア
イ
ヌ
施
策
並
び
に
共
生
・

共
助
）
事
務
代
理
を
命
ず
る
（
五
月
十
四
日
）

厚
生
労
働
大
臣
政
務
官

神
谷

政
幸

第
七
十
九
回
世
界
保
健
総
会
日
本
政
府
代
表
を
命
ず
る

期
間
は
令
和
八
年
六
月
六
日
ま
で
と
す
る

国
務
大
臣

松
本

洋
平

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
黄
川
田
仁
志
帰
朝
に
つ
き
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
、
消
費
者
及
び
食

品
安
全
、
こ
ど
も
政
策
少
子
化
対
策
若
者
活
躍
男
女

共
同
参
画
、
地
方
創
生
、
ア
イ
ヌ
施
策
並
び
に
共
生
・
共

助
）
事
務
代
理
を
免
ず
る
（
以
上
五
月
十
五
日
）

谷
山

暢
宏

簡
易
裁
判
所
判
事
兼
判
事
補
に
任
命
す
る（
五
月
十
六
日
）





官
庁
報
告

令和年月日 水曜日 第号官 報

小
野

一
成

木
立
千
代
衛

（
一
等
海
尉
）

坂
井

政
治

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
四
月
十
四
日
）

（
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
）

小
豆
島

明

（
熊
本
大
学
名
誉
教
授
）

小
田
切
優
樹

正
四
位
に
叙
す
る
（
各
通
）萩

野

逸
郎

二
木

重
光

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

石
田

明
秀

市
川

正
俊

岡
本

俊
彦

正
八
位

笠
原

貞
良

加
治
木

勝

片
岡

六
郎

加
藤

新
平

冨
田

精
一

中
野

壽
夫

日
塔

孝
雄

渡
邉
二
三
男

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

荒
木

征
三

小
山

広
志

篠
原

宜
紀

瀬
畠

忠
勝

藤
井

勇
二

松
塚

勝
男

水
戸

巌

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

高
瀬

幹
雄

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
四
月
十
五
日
）

〇
叙
勲（

長
崎
県
公
立
学
校
長
）

市
丸

智
基

（
長
野
工
業
高
等
専
門
学
校
名
誉
教

授
）

松
岡

保
正

宮
島

重
光

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

栗
城

繁
夫

高
野
憲
一
郎

佐
々
木
智
枝
子

豊
岡

清
朗

花
岡

常
藏

山
田

矩
子

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

（
三
重
県
警
部
）

川
戸

重
朋

千
葉

博
史

丹
羽

鎭
夫

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
四
月
十
三
日
）

阿
部

禮
哉

小
林

繁
夫

（
一
等
海
尉
）

坂
井

政
治

西
田

眞
弘

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

小
野

一
成

清
川

千
秋

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
四
月
十
四
日
）

（
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
）

小
豆
島

明

（
熊
本
大
学
名
誉
教
授
）

小
田
切
優
樹

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

萩
野

逸
郎

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

岡
本

俊
彦

加
治
木

勝

加
藤

新
平

小
山

広
志

中
野

壽
夫

長
岡

一
雄

松
塚

勝
男

水
戸

巌

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
四
月
十
五
日
）

高
橋

克
己

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
四
月
十
六
日
）

〇
叙
勲

伊
藤

武
一

旭
日
中
綬
章
を
授
け
る

中
村

昌
治

山
本
健
十
郎

旭
日
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

鈴
木

榮

円
谷
寅
三
郎

長
谷
川
和
男

前
田

勝
男

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

東

紀
子

荒
川

幸
也

飯
田

健
彦

石
井

敏
夫

市
橋

直
衛

伊
藤

齊
紀

井
上
榮
一
郎

井
上

進

今
尾

秀
之

今
関
文
平
衛

片
桐

秀
人

加
藤

徳
彌

神
谷

晋

神
谷

盛
五

川
北

真
衣

川
島

宏
之

熊

孝
美

胡
桃
澤

健

紅
林

啓
美

近
藤

修
弘

佐
藤

忠
生

繁
光

積

島
袋

善
吉

清
水

正
治

下
沼

萬
裕

上
馬

勇

高
山

一
榮

竹
内

亮
一

田
中

守

渡
丸

耕
一

中
嶋

康
治

名
塚
喜
千
治

萩
野

清
治

日
高

健
二

藤
田

榮

木
登
良
男

松
田

三
壯

松
田

信
夫

松
村
冨
士
夫

村
田

博
子

村
山

洋
一

柳
北

守
隆

山
内

裕
良

和
田

正
敏

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

上
原

秀
雄

川
渕

一
知

木
村

與
一

佐
々
木
孝
明

仙
波

英
夫

高
濱

義
尚

田
口

一
彦

中
尾

嘉
夫

西
村

勝
晴

長
谷
川
圭
二

藤
森

隆
郎

細
谷

壽
守

松
田
外
喜
男

三
島

賢
三

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

清
水

靖
夫

清
水

勇
和

白
石

静
男

白
木

章
雄

菅
原

玲
子

進

廣
和

鈴
木

信
隆

鈴
木

英
夫

須
美

直

高
岡

成
光

高
崎
登
美
雄

高
津
戸
信
義

高
橋

和
夫

高
橋

健
二

高
橋

春
男

高
橋

庸
祐

高
谷

誠
司

高
柳

亘

武
井

孝
達

竹
内
八
千
子

武
田
美
和
子

竹
中

初
子

田
中

保

田
中

豊

千
葉

一
美

千
葉

俊
正

知
花

幸
子

塚
越

久
司

辻

退
一

土
田

高
志

都
築

孝
治

寺
嶋

利
勝

寺
田
五
百
子

徳
武
昭
治
郎

富
吉

純

豊
田

幸
弘

中
島

嘉
久

中
田

弘

中
根
東
次
郎

中
野

和
也

中
村

敦
子

中
村

安
男

中
山

昭
一

永
井

豊
充

永
松

隆
之

永
本

益
三

新
村

次
郎

西
田

隆
一

西
村

洋

西
山

厚
生

新
田

正
臣

入
屋

昌
巳

根
本

光
造

野
田
治
百
生

野
原

幸
雄

生
原
浩
二
郎

服
部

覺
悟

林

陽
右

林
田

文
雄

原
田

稔

半
田

正
治

馬
場

徹

日
置

幸
男

東
山

岩
夫

日
高

敬
了

平
谷

倔
司

平
野

利
和

廣
川

邦
夫

廣
畑

善
策

福
澤

岑
夫

福
田

具
可

二
ツ
山
政
治

星
野

重
道

堀
内

征
二

堀
内

充

堀
川

梅
藏

前
田

充

正
木

秀
明

増
澤

勝

増
田

廣
明

松
井

和
彦

松
浦

要
蔵

松
岡

勘
助

松
岡

勝
利

松
坂

勝
彦

松
原

豊

松
本

和
子

三
浦

忠
行

水
野

隆
雄

三
谷

保

青
木

良
男

赤
路

哲
也

朝
田

隆

浅
野

勇

浅
野

四
郎

浅
野

武
久

天
野

正
忠

荒
井

清
志

有
村

正
宏

生
駒

勝

石
橋

章
一

泉

潦
子

磯
野

淑
紀

市
川

旭

伊
藤

利
郎

稲
葉

昌
博

稲
村

光
一

井
上

俊
明

今
井

公
彦

岩
井

榮

岩
田

子

岩
田

忠
造

上
田

徹

上
原

徳
助

臼
田

文
彦

大
隈

久
男

大
桑

邦
壽

大
坂

正
吉

大
田

喜
好

太
田

清
毅

大
伴

佳
司

大
森
十
三
雄

大
湾

章

岡

光
洋

岡
田

丈
夫

岡
本

三
博

押
村

規
子

小
野

昭
二

小
野

廣
實

小
原

憲
由

笠
井

勝
秀

柏
熊

昌
喜

賀
中

義
隆

勝
田

英
子

加
藤

健
治

加
藤

久
勝

金
子

武
夫

鎌
田
久
仁
雄

川
鍋
幸
三
郎

菊
地

和
也

菊
池

正
一

喜
舎
場
朝
弘

鬼
頭

安
彦

工
藤

彪

倉
本

春
三

黒
崎

和
夫

黒
田

幸
衛

小
池

文
子

小
池

達
雄

小
泉

守
代

鯉
渕

毅

香
西

修

小
瀧

圀
雄

小
畑

麗
子

小
松

節
子

小
松

望

小
松
崎
正
榮

駒
村

孝

小
宮

哲
夫

西
條

仁

藤

勝
義

榊

博

坂
本

守

崎
原

盛
康

櫻
井

巖

櫻
井

徳
喜

佐
々
木
定
一

佐
藤

英
治

佐
藤

菫
子

佐
藤

保

佐
藤

尚
彦

佐
藤

展
男

佐
藤

博
治

佐
藤

戍

三
宮

直
美

篠
崎

利
男

篠
原

郁
哉

嶋
田

哲
男

島
袋

清
信

清
水
萬
壽
衛

宮
城

正

宮
下

眞
澄

三
吉

貞
彦

武
藤

光
次

村
上
佐
代
子

目
次

理
雄

望
月

市
朗

森

淳

森
島

康
夫

森
本

孝
二

森
本

誠
吾

安
冨

幸
彦

谷
内

道
生

山
岸

好
夫

山
田

一
郎

山
田

秀
人

山
本

茂

横
山
健
次
郎

横
山

駿
雄

米
尾

勇

渡
辺

衛
夫

渡

勝
久

渡

哲
男

和
田

伸
一

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

石
村

徳
次

大
岡

豊

鐘
推

安
正

川
上

充

後
藤

嘉
之

佐
藤

一
雄

火
口

節
夫

横
戸

澄
子

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
五
月
一
日
）

産

業

日
本
産
業
規
格

令
和
８
年
５
月
20日

に
下
記
の
日
本
産
業
規
格
を
制

定
、
改
正
及
び
廃
止
し
た
の
で
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和

24年
法
律
第
185号

）
第
19条

の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す

る
。令
和
８
年
５
月
20
日経
済
産
業
大
臣
赤
澤
亮
正

記
制
定
さ
れ
た
日
本
産
業
規
格

（
認
定
機
関
一
般
社
団
法
人
日
本
鉄
鋼
連
盟
申
出
）

鉄
及
び
鋼

タ
ン
グ
ス
テ
ン
定
量
方

法

第
１
部
：
シ
ン
コ
ニ
ン
沈
殿
分

離
酸
化
タ
ン
グ
ス
テ
ン
（
Ｖ
Ｉ
）
重

量
法

Ｇ
1220

１

鉄
及
び
鋼

タ
ン
グ
ス
テ
ン
定
量
方

法

第
２
部
：
チ
オ
シ
ア
ン
酸
塩
吸

光
光
度
法

Ｇ
1220

２

改
正
さ
れ
た
日
本
産
業
規
格

（
日
本
産
業
標
準
調
査
会
審
議
）

耐
熱
鋼
棒
及
び
線
材

Ｇ
4311

（
認
定
機
関
一
般
社
団
法
人
日
本
鉄
鋼
連
盟
申
出
）

熱
間
圧
延
鋼
矢
板

Ａ
5528

鉄
及
び
鋼

チ
タ
ン
定
量
方

法

吸
光
光
度
法

Ｇ
1223

ボ
イ
ラ
及
び
圧
力
容
器
用
マ

ン
ガ
ン
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
及
び

マ
ン
ガ
ン
モ
リ
ブ
デ
ン
ニ
ッ

ケ
ル
鋼
鋼
板

Ｇ
3119

配
管
用
炭
素
鋼
鋼
管

Ｇ
3452

圧
力
配
管
用
炭
素
鋼
鋼
管

Ｇ
3454





受験者の区分 試 験 地

札幌高等裁判所の管
轄区域内にある裁判
所に勤務を希望する
者

札幌市 函館市
旭川市 釧路市

仙台高等裁判所の管
轄区域内にある裁判
所に勤務を希望する
者

仙台市 福島市
山形市 盛岡市
秋田市 青森市

東京高等裁判所の管
轄区域内にある裁判
所に勤務を希望する
者

東京都 横浜市
さいたま市 千葉
市 水戸市 宇都
宮市 前橋市 静
岡市 甲府市 長
野市 新潟市

名古屋高等裁判所の
管轄区域内にある裁
判所に勤務を希望す
る者

名古屋市 津市
岐阜市 福井市
金沢市 富山市

大阪高等裁判所の管
轄区域内にある裁判
所に勤務を希望する
者

大阪市 京都市
神戸市 奈良市
大津市 和歌山市

広島高等裁判所の管
轄区域内にある裁判
所に勤務を希望する
者

広島市 山口市
岡山市 鳥取市
松江市

高松高等裁判所の管
轄区域内にある裁判
所に勤務を希望する
者

高松市 徳島市
高知市 松山市

福岡高等裁判所の管
轄区域内にある裁判
所に勤務を希望する
者

福岡市 佐賀市
長崎市 大分市
熊本市 鹿児島市
宮崎市 那覇市

令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

機械構造用炭素鋼鋼材 Ｇ4051
焼入性を保証した構造用
鋼鋼材（Ｈ鋼）

Ｇ4052

機械構造用合金鋼鋼材 Ｇ4053
高温圧力容器用高強度ク
ロムモリブデン鋼及びク
ロムモリブデンバナジウ
ム鋼鋼板

Ｇ4110

ばね用冷間圧延鋼帯 Ｇ4802
（認定機関 一般財団法人日本規格協会 申出）
フライス用語 Ｂ0172
光伝送用パワー制御受動
部品第１部：通則

Ｃ5920１

光ファイバコネクタかん
合標準第13部：ＦＣ
ＰＣ形光ファイバコネク
タ類（Ｆ01形）

Ｃ596413

波長可変光源試験方法 Ｃ6191
光ファイバ接続デバイス
及び光受動部品基本試
験及び測定手順第２
44部：試験光ファイバ
クランプ強度繰返し曲
げ

Ｃ61300２44

標準物質認証書，ラベ
ル及び附属文書の内容

Ｑ0031

標準物質使用上の要求
事項及び推奨事項

Ｑ0033

自動認識及びデータ取得
技術バーコードシンボ
ル体系仕様コード39

Ｘ0503

情報技術自動認識及び
データ取得技術ＱＲ
コード バーコードシン
ボル体系仕様

Ｘ0510

（内容省略）
備考 内容は、日本産業標準調査会ホーム
ページ（https://www.jisc.go.jp）において
閲覧に供する。また、経済産業省イノベー
ション・環境局基準認証政策課、各経済産
業局及び内閣府沖縄総合事務局経済産業部
においても閲覧に供する。

廃止された日本産業規格
（認定機関 一般社団法人日本鉄鋼連盟 申
出）
鉄及び鋼タングステン定量方法 Ｇ1220

国 家 試 験

令和８年度裁判所職員採用一般職試験（裁判所事
務官、高卒者区分）公告
裁判所職員臨時措置法において準用する国家公
務員法第47条の規定に基づき、次のとおり告知す
る。
令和８年５月 20 日 最高裁判所

 第１次試験合格者発表 令和８年10月６
日（火）に、合格者の受験番号をウェブサ
イトに掲載する方法で発表する。
なお、合格者には書面で通知する。

２ 第２次試験 人物試験
 対象者 第１次試験の合格者
 方法 人柄、資質、能力等について、個
別面接による試験を行う。
 試験期日 令和８年10月16日（金）から
同月29日（木）までの間で、第１次試験合
格者に送付する人物試験受験票により指定
する日
 試験地 次の表の「受験者の区分」欄に
掲げる受験者に応じ、「試験地」欄に掲げる
試験地とする。ただし、第１次試験を受験
した試験地が、希望する勤務地を管轄する
高等裁判所の管轄内にある場合の当該受験
者の試験地は、第１次試験と同一の試験地
とする。
 試験場は原則として同表の「試験地」
欄に定める都市内に設けるが、その都市
の周辺地に設けることがある。

第１ 試験の名称
裁判所職員採用一般職試験（裁判所事務官、
高卒者区分）

第２ 対象官職
裁判官及び裁判官の秘書官以外の裁判所職
員の標準的な官職を定める規則（平成21年最
高裁判所規則第６号）の別表１の項第３欄第
６号、第11号及び第15号に規定する職制上の
段階に属する裁判所事務官のうち、定型的な
事務を行うことをその職務とする官職

第３ 給与
この試験に合格して採用された場合には、
原則として、裁判所職員臨時措置法において
準用する一般職の職員の給与に関する法律第
６条に規定する行政職俸給表の１級５号俸
の俸給が支給される。このほか、裁判所職員
臨時措置法において準用する一般職の職員の
給与に関する法律等の定めるところにより、
諸手当が支給される。

第４ 受験資格
１ 次に掲げる者
 令和８年４月１日において高等学校又は
学校教育法に基づく中等教育学校（以下「中
等教育学校」という。）を卒業した日の翌日
から起算して２年を経過していない者及び
令和９年３月までに高等学校又は中等教育
学校を卒業する見込みの者
 最高裁判所がに掲げる者に準ずると認
める者

２ 欠格事由
１の定めにかかわらず、次のいずれかに該
当する者は、受験することができない。
 日本の国籍を有しない者
 国家公務員法第38条の規定に該当する者

第５ 試験種目及び出題分野等
１ 第１次試験 基礎能力試験及び作文試験
 対象者 受験申込者全員
 方法
ア 基礎能力試験 知能及び一般的知識に
ついて、多肢選択式による筆記試験を行
う。
イ 作文試験 文章による表現力、課題に
対する理解力等について、記述式による
筆記試験を行う。

なお、作文試験の評定結果は、第１次
試験の合格者決定には反映させず、最終
合格者の決定の際に、他の試験の成績と
総合する。

 試験期日 令和８年９月13日（日）
 試験地 札幌市、函館市、旭川市、釧路
市、仙台市、福島市、山形市、盛岡市、秋
田市、青森市、東京都、横浜市、さいたま
市、千葉市、水戸市、宇都宮市、前橋市、
静岡市、甲府市、長野市、新潟市、名古屋
市、津市、岐阜市、福井市、金沢市、富山
市、大阪市、京都市、神戸市、奈良市、大
津市、和歌山市、広島市、山口市、岡山市、
鳥取市、松江市、高松市、徳島市、高知市、
松山市、福岡市、佐賀市、長崎市、大分市、
熊本市、鹿児島市、宮崎市、那覇市
 試験場は原則として上記の都市内に設
けるが、その都市の周辺地に設けること
がある。

 最終合格者発表 令和８年11月13日（金）
に、合格者の受験番号をウェブサイトに掲
載する方法で発表する。
なお、合格者には書面で通知する。

第６ 採用候補者名簿の作成方法及び採用方法
採用候補者名簿は、希望する勤務地を管轄
する高等裁判所ごとに作成し、最終合格者の
氏名を高点順に記載する。採用は、採用候補
者名簿に記載された者の中から行う。

第７ 受験申込手続
１ 裁判所職員採用試験のインターネット申込
受付サイトを利用する方法による申込みの場
合
 受験の申込み 受験希望者は、裁判所職
員採用試験のインターネット申込受付サイ
トのアドレスにアクセスして申込手続を行
う こ と。（申 込 受 付 サ イ ト ア ド レ ス
［https://www-shiken.courts.go.jp/］）






公 告

名 称

本店の所在地

登 録 番 号

営業廃止年月日

株式会社三菱ＵＦＪ銀行

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号

関東（個）第56号５

令和８年３月31日

令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

諸 事 項

登録個別信用購入あつせん業者の営業の廃止に関する公示

割賦販売法（昭和36年法律第159号。以下「法」という。）第35条の３の23の登録をした者から、法
第35条の３の35において準用する法第26条第１項の規定に基づく営業廃止の届出があったので、法第
35条の３の35において準用する法第24条の規定及び割賦販売法施行規則（昭和36年通商産業省令第95
号）第103条において準用する同規則第25条の規定に基づき、次のとおり公示する。
令和８年５月 20 日 関東経済産業局長 岩田 泰

前払式支払手段発行者の発行
保証金に係る債権の申出につ
いての公示

資金決済に関する法律（以下「法」という。）第
31条第２項の規定により次のように公示する。
１．前払式支払手段発行者の商号

協同組合神辺わかば会
２．代表者の氏名 代表理事 菅田 舜治
３．住所 広島県福山市神辺町大字川北506番地
の１

４．上記の者の前払式支払手段の発行保証金につ
き法第31条第１項の権利を有する者は、令和８
年７月30日までに前払式支払手段発行保証金規
則様式第７による申出書に当該申出に係る前払
式支払手段を添え、中国財務局理財部金融監督
第三課に提出されたい。
（提出先）
広島県広島市中区上八丁堀６番30号
中国財務局理財部金融監督第三課

５．前項の期間内に申出書の提出がないときは、
発行保証金についての権利の実行の手続から除
斥される。
令和８年５月 20 日

中国財務局長 中村 広樹

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告

 申込受付期間 令和８年７月１日（水）
午前10時00分から同月10日（金）まで
なお、申込みは、令和８年７月10日（金）
までに申込データの受信を完了したものに
限り受け付ける。

２ 申込書を郵送する方法による申込みの場合
 受験申込書の交付 受験申込書は、最高
裁判所で交付する。
なお、郵便により受験申込書を請求する
場合には、封筒の表に「受験申込書請求（一
般職（高卒者））」と朱書し、宛先及び郵便
番号を明記して180円切手を貼付した返信
用封筒（角形２号）を同封する。
 受験申込先 最高裁判所
 受験申込方法 受験希望者は、受験申込
書に所要事項を記入し、受験申込先に簡易
書留郵便で提出する。
なお、封筒の表に「一般職（裁判所事務
官）受験」と朱書する。
 申込受付期間 令和８年７月１日（水）
から同月３日（金）まで
なお、令和８年７月３日（金）までの消
印のあるものに限り、受け付ける。

３ 受験票の発行
受験の申込みを受理した場合は受験票を発
行する。受験者は、第１次試験の際に、申込
受付サイトからダウンロードした受験票を提
示すること。申込受付サイトから本人の写真
をアップロードしていない受験者は、第１次
試験の際に、本人の写真を印刷して必ず持参
すること。写真をアップロードせず、かつ持
参しない場合や写真の写りが不鮮明で受験用
として適当でない場合には、受験を認めない。
４ 受験申込後の試験地等の変更の禁止
受験申込後は、希望する勤務地を管轄する
高等裁判所及び試験地の変更は認めない。

第８ その他
１ 受験申込手続その他受験についての問い合
わせは、最高裁判所事務総局人事局総務課職
員採用試験係（0332645758）に行うこと。
２ 受験に際し、身体の障害等があるため何ら
かの配慮を希望する者は、受験申込時にあら
かじめその旨を申し出ること。
３ 試験の詳細については、別に受験案内が作
成されているので参照のこと。
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令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

公 示 催 告

失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告

除 権 決 定

破産手続における包括的禁止
命令

破産手続における保全管理命令






令和年月日 水曜日 第号官 報
破
産
手
続
開
始





令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間

破産手続廃止






令和年月日 水曜日 第号官 報

破
産
手
続
終
結

破
産
手
続
終
結
及
び
免
責
許
可
決
定





令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報 破産債権の届出期間及び一般

調査期日

書面による計算報告

特別清算終結
令和８年（ヒ）第１号
新潟市中央区寄居町３３２番地１８新潟シティ
ビル３階
清算株式会社 株式会社猪子場管財
１ 決定年月日 令和８年４月２８日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

新潟地方裁判所民事部
小規模個人再生による再生手
続開始






令和年月日 水曜日 第号官 報

小
規
模
個
人
再
生
に
よ
る
書
面
決

議
に
付
す
る
決
定





令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生計
画不認可

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始






令
和

年

月


日
水
曜
日

第




号

官
報

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告






令和年月日 水曜日 第号官 報
所
有
者
不
明
建
物
管
理
命
令
に
関

す
る
異
議
の
催
告

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
法
人
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

東
京
都
港
区
愛
宕
二
丁
目
五
番
一
号
愛
宕
グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
ズ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
タ
ワ
ー
三
七
階

（
甲
）
税
理
士
法
人
Ａ
Ｋ
Ｊ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
社
員

山
本

成
男

大
阪
市
北
区
中
崎
二
丁
目
一
番
四
号
嶌
野
ビ
ル
五
Ｆ

（
乙
）
税
理
士
法
人
Ｉ

ｄ
ｏ

代
表
社
員

濵
西
久
美
子





令和年月日 水曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
二
丁
目
七
番
一
号

（
甲
）
合
同
会
社
プ
ロ
パ
テ
ィ
ワ
ン

代
表
社
員

五
十
嵐
信
弥

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
〇
番
一
六
号

（
乙
）
有
限
会
社
プ
ロ
パ
テ
ィ
ラ
バ
ン

代
表
取
締
役

五
十
嵐
信
弥

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
一
項

に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
経
ず
に
合
併
を
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及

び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.m
ira
it -o
n
e -sy
stem

s.co
.jp

令
和
八
年
五
月
二
十
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
二
番
三
号

（
甲
）
株
式
会
社
ミ
ラ
イ
ト
・
ワ
ン

代
表
取
締
役
社
長

菅
原

英
宗

東
京
都
港
区
東
新
橋
二
丁
目
三
番
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
ミ
ラ
イ
ト
・
ワ
ン
・
シ
ス
テ

ム
ズ

代
表
取
締
役
社
長

田
村

亮
彦

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
七
月
一
日
で
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.a
w
i.co
.jp
/ja
/p
u
b
lic̲n

o
tice/

044.h
tm
l

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.a
w
i.co
.jp
/ja
/p
u
b
lic̲n

o
tice/

373.h
tm
l

令
和
八
年
五
月
二
十
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
一
八
番
一
九
号

（
甲
）
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
東
日
本
株
式
会
社

代
表
取
締
役

上
村

浩

新
潟
県
長
岡
市
柏
町
二
丁
目
七
番
六
号

（
乙
）
株
式
会
社
関
茂
助
商
店

代
表
取
締
役

関

啓
助

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
十
三
日

掲
載
頁

八
十
二
頁
（
号
外
第
一
〇
六
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
十
三
日

掲
載
頁

八
十
四
頁
（
号
外
第
一
〇
六
号
）

令
和
八
年
五
月
二
十
日

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
五
番
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｊ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
デ
ジ
タ
ル

代
表
取
締
役

松
島

陽
介

新
潟
市
中
央
区
南
出
来
島
一
丁
目
一
〇
番
二
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｓ
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

苅
部

宣
輔

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
、
丙
、
丁
、
戊
、
己
、

庚
及
び
辛
の
権
利
義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
、丙
、

丁
、
戊
、
己
、
庚
及
び
辛
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
十
三
日

掲
載
頁

八
十
八
頁
（
号
外
第
一
〇
六
号
）

（
戊
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
十
三
日

掲
載
頁

七
十
七
頁
（
号
外
第
一
〇
六
号
）

（
乙
・
丙
・
丁
・
己
・
庚
・
辛
）

h
ttp
://w
w
w
.n
a
m
ik
i -g
rp
.co
.jp

令
和
八
年
五
月
二
十
日

東
京
都
板
橋
区
成
増
三
丁
目
一
二
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ナ
ミ
キ

代
表
取
締
役

並
木

洋
一

東
京
都
板
橋
区
成
増
三
丁
目
三
番
一
六
号

（
乙
）
ナ
ミ
キ
都
市
設
計
研
究
所
株
式
会
社

代
表
取
締
役

並
木

洋
一

東
京
都
板
橋
区
成
増
三
丁
目
一
二
番
一
号

（
丙
）
ち
ゃ
お
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

並
木

洋
一

東
京
都
板
橋
区
成
増
三
丁
目
一
一
番
一
四
号

（
丁
）
ち
ゃ
お
ち
ゃ
お
コ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社

代
表
取
締
役

並
木

洋
一

東
京
都
板
橋
区
成
増
三
丁
目
一
二
番
一
号

（
戊
）
株
式
会
社
お
も
て
な
し

代
表
取
締
役

並
木

洋
一

東
京
都
板
橋
区
成
増
二
丁
目
一
六
番
九
号

（
己
）
シ
ニ
ア
住
宅
プ
ラ
ザ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

並
木

洋
一

東
京
都
北
区
志
茂
二
丁
目
六
番
三
号

（
庚
）
シ
ー
シ
ー
エ
イ
チ
赤
羽
志
茂
株
式
会
社

代
表
取
締
役

並
木

洋
一

東
京
都
板
橋
区
成
増
三
丁
目
一
一
番
一
四
号

（
辛
）
Ｎ
Ｆ
Ｃ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

並
木

洋
一

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
二
月
十
九
日

掲
載
頁

一
一
八
頁
（
号
外
第
三
十
五
号
）

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
太
田
町
二
五
六
五
番
地
の
一

（
甲
）
株
式
会
社
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
美
濃
加
茂

代
表
取
締
役

安
江

敬
司

岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
太
田
町
二
五
六
五
番
地
の
一

（
乙
）
株
式
会
社
Ｔ
Ｋ

代
表
取
締
役

安
江

敬
司

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
十
五
日

掲
載
頁

九
十
三
頁
（
号
外
第
一
六
二
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
十
五
日

掲
載
頁

九
十
三
頁
（
号
外
第
一
六
二
号
）

令
和
八
年
五
月
二
十
日

静
岡
県
三
島
市
文
教
町
一
丁
目
九
番
一
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｚ
会

代
表
取
締
役

藤
井

孝
昭

静
岡
県
三
島
市
文
教
町
一
丁
目
九
番
一
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｚ
会
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

代
表
取
締
役

市
原

朋
来

合
併
公
告

債
権
者
及
び
株
主
等
関
係
者

各
位

左
記
会
社
は
合
併
し
て
、
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
乙
は
同
第
七
八
四

条
第
一
項
に
基
づ
き
、
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に

合
併
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
令
和
八
年

六
月
三
十
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
一
月
十
八
日

掲
載
頁

六
十
一
頁
（
号
外
第
二
五
三
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
一
月
二
十
六
日

掲
載
頁

五
十
五
頁
（
号
外
第
二
五
八
号
）

令
和
八
年
五
月
二
十
日

名
古
屋
市
東
区
白
壁
五
丁
目
三
番
地

（
甲
）
敷
島
製
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

盛
田

淳
夫

長
野
県
松
本
市
大
字
笹
賀
五
六
七
〇
番
地
二

（
乙
）
株
式
会
社
信
州
シ
キ
シ
マ

代
表
取
締
役
社
長

古
澤

義
広





令和年月日 水曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
十
四
日

掲
載
頁

六
十
九
頁
（
号
外
第
一
〇
七
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
十
四
日

掲
載
頁

六
十
八
頁
（
号
外
第
一
〇
七
号
）

令
和
八
年
五
月
二
十
日

奈
良
県
橿
原
市
醍
醐
町
三
八
四
番
地
の
一

（
甲
）
株
式
会
社
Ｋ
Ｐ
ワ
ー
ク
ス

代
表
取
締
役

金
山

靖
昌

奈
良
県
橿
原
市
醍
醐
町
三
八
四
番
地
の
一

（
乙
）
株
式
会
社
Ｋ
Ｐ
ス
タ
イ
ル

代
表
取
締
役

金
山

靖
昌

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
十
三
日

掲
載
頁

七
十
八
頁
（
号
外
第
一
〇
六
号
）

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

奈
良
県
香
芝
市
穴
虫
二
八
二
六
番
地

（
甲
）
東
洋
株
式
会
社

代
表
取
締
役

坂
本

栄
子

大
阪
市
天
王
寺
区
細
工
谷
一
丁
目
三
番
二
五

三

〇
〇
二
号

（
乙
）
有
限
会
社
三
栄

代
表
取
締
役

坂
本

栄
子

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
六
月
三
十
日
で
あ
り
、
両
社

の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
五
月
十
五
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://h
id
ea
n
d
seek

.co
.jp
/p
u
b
licn
o
tice

（
乙
）h

ttp
s://u
k
iy
o -crea

te.co
.jp
/co
m
p
a
n
y

令
和
八
年
五
月
二
十
日

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
住
吉
二
丁
目
一
六
番
三
六

号
ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
ｓ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ

Ｒ
Ｅ

（
甲
）
株
式
会
社
Ｈ
ｉ
ｄ
ｅ
＆
Ｓ
ｅ
ｅ
ｋ

代
表
取
締
役

江
口

修
一

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
住
吉
二
丁
目
一
六
番
三
六

号
ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
ｓ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ

Ｒ
Ｅ（

乙
）
株
式
会
社
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ

代
表
取
締
役

江
口

修
一

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
建
設
工
具
の
販

売
事
業
等
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ

れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
十
四
日

掲
載
頁

五
十
二
頁
（
号
外
第
九
十
七
号
）

令
和
八
年
五
月
二
十
日

札
幌
市
東
区
丘
珠
町
五
六
六
番
地
五

（
甲
）
前
田
札
幌
分
割
準
備
株
式
会
社

代
表
取
締
役

瀨
川

信
輔

札
幌
市
東
区
丘
珠
町
五
六
六
番
地
五

（
乙
）
前
田
札
幌
株
式
会
社

代
表
取
締
役

齊
藤

祐
介

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
工
場
に
お
け
る

事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
七
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
一
項

に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に

吸
収
分
割
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
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（
乙
）h
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u
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令
和
八
年
五
月
二
十
日

神
奈
川
県
横
浜
市
金
沢
区
幸
浦
二
丁
目
二
五
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
ミ
ツ
ハ
シ

代
表
取
締
役

三
橋

美
幸

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
四
丁
目
一
五
番
七
号

（
乙
）
Ｍ
Ｍ
ラ
イ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

澤
田

泰
二

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
全
て
の
事
業
に

関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

長
崎
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
十
九
日

掲
載
頁

二
十
頁

（
乙
）
掲
載

長
崎
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
十
九
日

掲
載
頁

二
十
頁

令
和
八
年
五
月
二
十
日

長
崎
県
諫
早
市
津
久
葉
町
九
九
番
地
四
五

（
甲
）
株
式
会
社
長
崎
新
聞
折
込
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

佐
藤

烈

長
崎
県
長
崎
市
茂
里
町
三
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
長
崎
新
聞
開
発
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

徳
永

英
彦

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
七
月
一
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
北
州
工
業
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

茨
城
県
北
茨
城
市
中
郷
町
日
棚
字
宝
壺
二
一
二
七

番
地

合
同
会
社
北
州
工
業

代
表
社
員

長
谷
川
由
弥

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

栃
木
県
足
利
市
田
中
町
九
三
一
番
地
三

合
名
会
社
三
共

社
員

田
部
井
俊
雄

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
二
番
一
五
号

合
同
会
社
ミ
ラ
イ
の
芽

代
表
社
員

小
澤

麻
里

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
七
月
一
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
大
鵬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
と
し

ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
一
丁
目
二
七
番
地

大
鵬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ズ
合
同
会
社

代
表
社
員

大
鵬
薬
品
工
業
株
式
会
社

職
務
執
行
者

下
村

俊
泰

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
七
月
七
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

Ｏ
ｎ
ｅ
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

神
奈
川
県
平
塚
市
真
田
四
丁
目
二
四

二
一

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
平
塚
二
〇
五

合
同
会
社
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

Ｏ
ｎ
ｅ

代
表
社
員

池
上

光
一

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
山
下
町
二
番
地
産
業
貿
易

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
二
階

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ｕ
ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社

代
表
社
員

ソ
ラ
ズ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

職
務
執
行
者

チ
ュ
ン
・
コ
ン
・
ル
ア
ン





令和年月日 水曜日 第号官 報
組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

大
阪
府
大
阪
市
北
区
梅
田
一

一
一

四
大
阪
駅

前
第
４
ビ
ル
九
Ｆ

九
二
三

Ｈ
ｙ
ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
合
同
会
社

代
表
社
員

朝
日

郁
雄

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

大
阪
市
北
区
扇
町
二
丁
目
六
番
一
一

一
三
〇
二
号

合
同
会
社
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

代
表
社
員

川
真
田
康
介

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
十
万
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
六
日

掲
載
頁

五
十
二
頁
（
号
外
第
八
十
一
号
）

令
和
八
年
五
月
二
十
日

東
京
都
新
宿
区
大
久
保
一
丁
目
八
番
八
号

株
式
会
社
マ
ム
ズ

代
表
取
締
役

荻
野

勝
朗

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
一
千
四
百
万
円
減
少
し

五
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
六
月
三
十
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
五
月
十
九
日
に
終
了
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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令
和
八
年
五
月
二
十
日

東
京
都
港
区
北
青
山
三
丁
目
六
番
七
号
青
山
パ
ラ

シ
オ
タ
ワ
ー
一
一
階

株
式
会
社
ウ
ェ
ブ
ラ
イ
フ

代
表
取
締
役

熊
崎

隆
人

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
千
万
円
減
少
し
一
億
円
と

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
九
月
三
十
日

掲
載
頁

一
三
〇
頁
（
号
外
第
二
一
九
号
）

令
和
八
年
五
月
二
十
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
二
三

一
虎
ノ
門
ヒ

ル
ズ
森
タ
ワ
ー
一
八
階

株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｗ

Ｍ
＆
Ａ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
会

計
税
務
事
務
所

代
表
取
締
役

髙
桑

昌
也

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
千
三
百
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

愛
知
県
に
お
い
て
発
行
す
る
毎
日
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
十
四
日

掲
載
頁

十
六
頁

令
和
八
年
五
月
二
十
日

名
古
屋
市
瑞
穂
区
姫
宮
町
二
丁
目
八
番
地

株
式
会
社
横
井
製
作
所

代
表
取
締
役

丸
山

和
雄

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
千
五
百
万
円
減
少
し
五
百

万
円
と
し
、
減
少
す
る
資
本
金
の
う
ち
百
二
十
五
万
円
を

資
本
準
備
金
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
十
一
日

掲
載
頁

八
十
六
頁
（
号
外
第
一
〇
四
号
）

令
和
八
年
五
月
二
十
日

滋
賀
県
彦
根
市
松
原
町
一
八
七
五
番
地
三

株
式
会
社
Ａ
２

代
表
取
締
役

北
川

彩
華

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
百
万
円
減
少
し
九
百
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

京
都
市
東
山
区
福
稲
柿
本
町
二
四
番
九

有
限
会
社
洛
東
電
気
工
事

代
表
取
締
役

梅
澤

護

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
八
百
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
六
月
三
十
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
四
月
十
五
日
に
終
了
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

和
歌
山
県
新
宮
市
あ
け
ぼ
の
四
番
二
二
号

有
限
会
社
第
一
企
画

代
表
取
締
役

敏
秋

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
七
千
七
百
二
十
二
万
八

千
三
百
九
十
九
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
七
千
七
百

二
十
二
万
八
千
三
百
九
十
九
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
千

万
円
、
一
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
一
五
番
一
号

株
式
会
社
ゼ
ネ
ラ
ル
・
オ
イ
ス
タ
ー

代
表
取
締
役

渡
邊

一
博

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

山
形
市
青
田
二
丁
目
一
二
番
五
号

株
式
会
社
三
和

代
表
取
締
役

庄
司

雅
俊

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
十
五
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三
丁
目
四
番
一
号
小
澤

第
一
ビ
ル

株
式
会
社
海

代
表
取
締
役
社
長

横
山

鐵
男

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
四
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

鳥
取
県
米
子
市
両
三
柳
三
二
八
番
地

株
式
会
社
ケ
ー
オ
ウ
エ
イ

代
表
取
締
役

小
西

慶
太

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
五
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

山
口
県
下
関
市
彦
島
西
山
町
二
丁
目
一
番
二
四
号

農
水
フ
ー
ヅ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

武
内

昭
憲

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
五
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

徳
島
市
川
内
町
平
石
若
宮
二
五
四
番
地
の
一

岡
村
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

岡
村

隆
義





正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
印
刷
誤
り
）

二
二

三
指
定
す
る
件

定
め
る
件

（
原
稿
誤
り
）

二
五
九

八
と
あ
る
の
を
「
に

係
る
償
却
費
の
額

」
と
、

と
あ
り
、
及
び

二
六
二

一
八


は
、

は
、
当
該
事
業
年

度
に
お
い
て

二
六
四

一
一

終
り
か
ら

二
六
二

二
〇


取
得

当
該
事
業
年
度
の

法
第
七
十
四
条
第

一
項
（
確
定
申
告

）
の
規
定
に
よ
る

申
告
書
の
提
出
期

限
ま
で
に
取
得

二
六
四

一
七

（
原
稿
誤
り
）

二
八
三

六
〜
七
に
規
定
す
る
財
務

省
令
」
を
「
第
三

十
七
条
の
十
四
第

三
十
一
項
に
規
定

す
る
財
務
省
令
」

に
改
め
、
同
項
第

一
号
中
「
第
三
十

七
条
の
十
四
第
二

十
五
項
」

」

令和年月日 水曜日 第号官 報
外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
前
川
知

子
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。令

和
八
年
五
月
二
十
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
三
丁
目
三
八
番
七
号
小
林

ビ
ル
二
〇
二Ｎ

Ｅ
Ｓ

Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｙ

Ｌ
ｔ
ｄ

日
本
に
お
け
る
代
表
者

前
川

知
子

新
規
信
託
分
割
の
公
告

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社
（
受
託
者
）
は
、
左

記
の
と
お
り
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
付
で
左
記
の
信
託

を
新
規
信
託
分
割
し
ま
す
の
で
、
公
告
し
ま
す
。

こ
の
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
日
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一
、
従
前
の
信
託
の
特
定

（
一
）
信
託
の
当
事
者

委
託
者
兼
受
益
者

東
京
都
港
区
芝
二
丁
目
三
二
番
一
号

株
式
会
社
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

受
託
者

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
五
号

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社

（
二
）
信
託
の
年
月
日

平
成
十
五
年
八
月
八
日

（
三
）
契
約
締
結
日
及
び
契
約
名
称

平
成
十
五
年
七
月
三
十
一
日
付
不
動
産
管
理
処

分
信
託
契
約
書
（
そ
の
後
の
変
更
、
承
継
等
を
含

む
。）

二
、
従
前
の
信
託
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
財
産
状
況
開
示

資
料
等

右
記
の
信
託
に
つ
い
て
の
、
信
託
法
施
行
規
則
（
平

成
十
九
年
法
務
省
令
第
四
十
一
号
）
第
十
七
条
第
二
号

及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
左
記
連
絡

先
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

三
、
分
割
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
の
信
託
及
び
新
た
な

信
託
の
信
託
財
産
責
任
負
担
債
務
の
履
行
の
見
込
み

い
ず
れ
も
履
行
の
見
込
み
が
あ
る
も
の
と
判
断
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
連
絡
先
に
ご

照
会
く
だ
さ
い
。

四
、
連
絡
先

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
九
番
八
号

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社

不
動
産
管
理
部

カ
ス
ト
デ
ィ
営
業
グ
ル
ー
プ

電
話
番
号

〇
三

五
四
六
二

三
七
〇
七

令
和
八
年
五
月
二
十
日

受
託
者

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
五
号

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社

支
配
人

岡
本

泰
典

事
業
譲
渡
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
社
会
福
祉
法
人
太
陽
の
村
（
住
所
奈
良
県
吉

野
郡
吉
野
町
大
字
柳
一
三
九
五
番
一
）
に
対
し
、
介
護
付

有
料
老
人
ホ
ー
ム
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
桜
井
事
業
所

（
住
所
奈
良
県
桜
井
市
吉
備
五
七
二
番
地
一
、
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護
、
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介

護
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
総
合
事
業
）
事
業
を
譲
渡

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
太
陽
の
村
は
、
当
社
の
債
務
を

承
継
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、併
せ
て
公
告
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

奈
良
県
宇
陀
市
菟
田
野
古
市
場
四
八
一
番
地

株
式
会
社
ク
ロ
ー
バ
ー

代
表
取
締
役

村

敦
史

解
散
公
告
及
び
債
権
申
出
の
公
告
（
第
三
回
）

当
社
は
、
平
成
十
六
年
一
月
三
十
一
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
五

月
十
八
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除

斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

岡
山
県
倉
敷
市
児
島
赤
崎
三
丁
目
一
〇
番
二
五
号

中
村
織
物
有
限
会
社

清
算
人

中
村

敬
子

債
権
申
出
の
公
告
（
第
一
回
）

当
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
は
、
令
和
八
年
三
月
三

十
一
日
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
八
十
三
条
第
一
項
第
一

号
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
終
了
し
た
の
で
、
当
規
約
型

確
定
給
付
企
業
年
金
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期

間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま

す
。令

和
八
年
五
月
二
十
日

鳥
取
県
鳥
取
市
東
町
三
丁
目
三
〇
七
番
地

社
会
医
療
法
人
明
和
会
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

谷
浦

陽
二

取
消
公
告

令
和
八
年
五
月
十
四
日
掲
載
の
準
備
金
の
額
の
減
少
公

告
は
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

東
京
都
北
区
神
谷
一
丁
目
一
八
番
四
号

株
式
会
社
ム
ト
ウ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

武
藤

健
一

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
（
号
外
特
第
十
七
号
）
公
布

財
務
省
令
第
二
十
一
号
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
）

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
（
号
外
特
第
十
七
号
）
公
布

財
務
省
令
第
十
八
号
（
法
人
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
）

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
（
号
外
特
第
十
七
号
）
目
次

欄
中

債
権
申
出
の
催
告
（
第
三
回
）

当
会
規
約
型
企
業
年
金
は
、
令
和
八
年
一
月
三
十
一
日

確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
八
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
該

当
し
た
こ
と
に
よ
り
終
了
し
た
の
で
、
当
会
規
約
型
企
業

年
金
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令

和
八
年
四
月
九
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
五
月
二
十
日

山
形
県
鶴
岡
市
下
山
添
字
庄
南
一
番
地
二

櫛
引
農
村
工
業
農
業
協
同
組
合
連
合
会
規
約
型

確
定
給
付
企
業
年
金

清
算
人

遠
藤

正
之


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